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は
じ
め
に

ア
メ
リ
カ
亡
命
中
の
ブ
レ
ヒ
ト
（Bertolt Brecht

）
が
、
一
九
四
二
／
四
三
年
に
フ
リ
ッ
ツ
・
ラ
ン
グ
（Fritz Lang

）
と
作
っ
た
『
死
刑
執
行
人
も

ま
た
死
す
』H

angm
en A

lso D
ie 

は
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
映
画
の
傑
作
と
言
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
脚
本
は
途
中
か
ら
作
業
に
加
わ
っ
た
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
（John 

W
exley

）
に
な
っ
て
お
り
、
ブ
レ
ヒ
ト
が
ど
の
程
度
ま
で
こ
の
映
画
製
作
に
関
与
し
た
の
か
は
長
い
間
、
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
完
結
し

た
ブ
レ
ヒ
ト
三
〇
巻
本
全
集
に
も
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
作
品
と
認
知
す
る
十
分
な
根
拠
が
得
ら
れ
ず
、
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
近
年
、
シ
ナ
リ
オ
の
も
と
と
な

る
二
つ
の
稿
が
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
図
書
館
で
発
見
さ
れ
、
い
く
つ
か
新
し
い
資
料
も
ア
メ
リ
カ
で
出
て
き
た
た
め
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
映
画
研
究
史
に
新
た

な
光
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
二
つ
の
稿
を
詳
細
に
検
討
し
、
未
公
開
書
簡
、
新
資
料
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
か
ら
『
死
刑
執
行
人
も
ま
た
死

す
』
が
ブ
レ
ヒ
ト
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
戯
曲
と
の
関
連
性
を
探
り
た
い
。

１　

ブ
レ
ヒ
ト
と
映
画

ブ
レ
ヒ
ト
が
書
い
た
四
八
の
戯
曲
と
五
〇
の
戯
曲
断
片
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
三
七
を
上
回
り
、
三
つ
の
長
編
小
説
と
二
百
あ
ま
り
の
短
編
、
二
千
三
百
の
詩

ブ
レ
ヒ
ト
と
フ
リ
ッ
ツ
・
ラ
ン
グ
の
『
死
刑
執
行
人
も
ま
た
死
す
』

市　

川　
　
　

明



92

と
歌
は
、
カ
フ
カ
の
散
文
や
リ
ル
ケ
の
詩
を
量
的
に
凌
ぐ
。
後
年
、
演
出
家
と
し
て
も
活
躍
し
た
ブ
レ
ヒ
ト
は
、
文
学
分
野
で
の
最
後
の
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
と

言
っ
て
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
ブ
レ
ヒ
ト
の
シ
ナ
リ
オ
、
映
画
の
分
野
で
の
仕
事
は
少
な
く
、
本
来
戯
曲
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
の
映
画
化
を
除
け
ば
、

残
さ
れ
た
映
画
作
品
は
三
つ
に
過
ぎ
な
い
。

ブ
レ
ヒ
ト
は
若
い
こ
ろ
、
無
類
の
映
画
好
き
だ
っ
た
。
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ベ
ル
リ
ン
と
い
つ
の
時
代
も
映
画
を
見
歩
き
、
驚
く
ほ
ど
の
映
画

の
知
識
を
持
っ
て
い
た
。
映
画
化
は
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
一
九
二
〇
年
代
の
初
め
に
ブ
レ
ヒ
ト
は
シ
ナ
リ
オ
を
い
く
つ
か
書
い
て
い
る
。
台
本
の
テ
ー
マ
は

彼
が
当
時
読
ん
で
い
た
探
偵
も
の
や
海
賊
も
の
な
ど
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
だ
。
若
き
ブ
レ
ヒ
ト
が
映
画
の
仕
事
で
ま
ず
望
ん
だ
の
は
お
金
儲
け（

１
）で

あ
り
、
広
告
映

画
も
手
が
け
よ
う
と
し
た
。
彼
は
当
時
、
オ
ペ
ラ
歌
手
マ
リ
ア
ン
ネ
・
ツ
ォ
フ
を
熱
愛
し
て
い
た
。
彼
女
が
妊
娠
し
た
こ
と
や
、
彼
女
に
パ
ト
ロ
ン
が
い
た
こ
と

か
ら
、
三
角
関
係
に
け
り
を
つ
け
る
た
め
ブ
レ
ヒ
ト
に
は
お
金
が
必
要
だ
っ
た
。
シ
ナ
リ
オ
『
塔
の
三
人
』D

rei im
 T

urm
 

は
こ
う
し
た
愛
の
し
が
ら
み
を
表

し
た
も
の
で
あ
る（

２
）。

小
屋
掛
け
芝
居
や
大
道
芸
な
ど
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
交
じ
り
合
い
、
醸
成
さ
れ
た
映
画
へ
の
パ
ト
ス
は
、
一
九
二
三
年
に
カ
ー
ル
・
フ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ン

（K
arl V

alentin

）
と
の
共
作
映
画
『
床
屋
の
ミ
ス
テ
リ
ー
』M

ysterien eines Frisiersalons

と
し
て
結
実
し
て
い
る
。
こ
の
三
〇
分
あ
ま
り
の
短
編
映
画
は

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
民
家
の
納
屋
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、
即
興
部
分
も
多
く
、
完
成
さ
れ
た
作
品
な
の
か
、
未
完
の
断
片
な
の
か
推
し
量
り
に
く
い
。
フ
ァ
レ
ン

テ
ィ
ン
扮
す
る
床
屋
が
、
客
の
首
を
抜
き
取
り
、
落
ち
た
首
が
床
を
歩
き
回
る
。
首
は
ま
た
床
屋
に
よ
っ
て
客
に
は
め
ら
れ
、
客
は
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う

に
あ
い
さ
つ
を
し
て
帰
っ
て
い
く
。
グ
ロ
テ
ス
ク
な
笑
い
は
、
当
時
流
行
の
表
現
主
義
の
無
声
映
画
と
多
く
の
類
似
点
を
持
つ
。
ウ
ィ
ー
ン
で
客
演
中
に
こ
の
映

画
を
見
た
フ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ン
は
自
分
の
理
念
が
歪
曲
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
、
上
映
を
禁
じ
た
。
以
後
、
こ
の
映
画
は
二
人
の
存
命
中
に
上
映
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た（

３
）。

ブ
レ
ヒ
ト
の
第
二
の
映
画
の
仕
事
は
一
九
三
二
年
五
月
三
〇
日
に
公
開
さ
れ
た
『
ク
ー
レ
・
ヴ
ァ
ン
ペ
、
あ
る
い
は
世
界
は
誰
の
も
の
？
』K

uhle W
am

pe 

oder W
em

 gehört die W
elt? 

で
あ
る
。
ク
ー
レ
・
ヴ
ァ
ン
ペ
は
ベ
ル
リ
ン
・
ケ
ペ
ニ
ッ
ク
の
ミ
ュ
ッ
ゲ
ル
湖
畔
に
あ
る
生
活
困
窮
者
の
た
め
の
テ
ン
ト
村

で
、
失
業
者
が
六
百
万
人
に
も
及
ぶ
経
済
不
況
の
中
、
三
百
人
ほ
ど
の
人
た
ち
が
こ
こ
で
暮
ら
し
て
い
た
。
映
画
で
も
失
業
青
年
が
ア
パ
ー
ト
か
ら
飛
び
降
り

自
殺
し
た
後
、
残
さ
れ
た
一
家
は
こ
の
居
住
区
に
移
住
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
検
閲
を
潜
り
抜
け
て
よ
う
や
く
短
縮
版
の
形
で
日
の
目
を
見
た
『
ク
ー
レ
・
ヴ
ァ

ン
ペ
』
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
時
代
の
ブ
レ
ヒ
ト
の
―
―
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
て
―
―
最
後
の
公
開
作
品
と
な
っ
た
。『
ク
ー
レ
・
ヴ
ァ
ン
ペ
』
は
集
団
創
作
に
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よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
監
督
は
ス
ラ
タ
ン
・
ド
ゥ
ド
フ
、
音
楽
は
ハ
ン
ス
・
ア
イ
ス
ラ
ー
が
担
当
し
、
シ
ナ
リ
オ
は
共
同
討
議
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら

ブ
レ
ヒ
ト
と
エ
ル
ン
ス
ト
・
オ
ト
ヴ
ァ
ル
ト
が
書
き
上
げ
た
。
映
画
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
主
人
公
を
演
じ
る
エ
ル
ン
ス
ト
・
ブ
ッ
シ
ュ
と
三
千
人
の
労
働
者

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
が
ス
タ
ジ
ア
ム
で
歌
う
『
連
帯
の
歌
』Solidaritätslied

で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
の
頂
点
を
な
す
も
の
と
言
っ
て
い
い
。

一
九
二
〇
年
代
後
半
に
ピ
ス
カ
ー
ト
ア
や
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
な
ど
か
ら
影
響
を
受
け
た
ブ
レ
ヒ
ト
は
、
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
や
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
な
ど
の
映
画
の
手
法

を
、
自
己
の
叙
事
詩
的
演
劇
に
転
用
し
、
メ
デ
ィ
ア
演
劇
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。『
母
』Die M

utter

の
第
五
場
、
メ
ー
デ
ー
の
場
面
や
『
セ
チ
ュ
ア
ン
の
善
人
』

D
er gute M

ensch von Sezuan

の
第
八
場
、『
八
頭
目
の
象
の
歌
』Lied vom

 achten E
lefanten

の
場
面
な
ど
に
は
、
明
ら
か
に
映
画
の
影
響
が
見
て
取
れ

る
。『
母
』
で
は
、
デ
モ
行
進
の
参
加
者
た
ち
が
当
日
の
様
子
を
回
想
し
、
事
件
を
再
現
し
て
い
く
。
朗
読
か
ら
パ
ン
ト
マ
イ
ム
へ
の
移
行
が
行
わ
れ
、
ス
ロ
ー

モ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
た
身
振
り
が
無
声
映
画
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
か
も
し
出
す
。『
セ
チ
ュ
ア
ン
』
で
は
元
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
ヤ
ン
・
ス
ン
の
母
親
が
舞
台
前
面
に

出
て
、
タ
バ
コ
工
場
で
息
子
に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
説
明
す
る
。
観
客
は
語
り
手
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
後
ろ
で
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
風
に
再
現
さ
れ
る
事
件
の
様
子

を
観
察
す
る
。
語
り
手
は
自
由
に
劇
的
空
間
に
越
境
し
て
入
り
込
み
、
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
や
ク
イ
ッ
ク
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
映
画
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使
し
て
、
場

面
を
進
行
さ
せ
る
。
こ
の
場
面
で
は
、
映
画
の
手
法
が
叙
事
詩
的
演
劇
に
い
か
に
有
効
か
が
顕
著
で
あ
る（

４
）。

ブ
レ
ヒ
ト
の
三
つ
目
の
映
画
の
仕
事
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
フ
リ
ッ
ツ
・
ラ
ン
グ
と
作
っ
た
『
死
刑
執
行
人
も
ま
た
死
す
』
で
あ
る
。
こ
の
映
画
に
つ
い
て
は
後

の
章
で
詳
し
く
論
じ
る
。

２　

ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
ブ
レ
ヒ
ト

一
九
四
一
年
三
月
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
異
常
事
態
法
が
発
令
さ
れ
、
ナ
チ
ス
軍
の
侵
攻
が
迫
っ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
行
き
の
ビ
ザ
を
申
請
し
て
い
た
ブ
レ
ヒ
ト

一
家
だ
っ
た
が
、
五
月
二
日
に
一
家
全
員
の
ビ
ザ
が
、
五
月
一
二
日
に
ブ
レ
ヒ
ト
の
共
同
作
業
者
で
あ
り
、
愛
人
で
も
あ
っ
た
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
・
シ
ュ
テ
フ
ィ
ン

の
ビ
ザ
が
下
り
た
。
一
行
は
一
九
四
一
年
五
月
一
三
日
に
出
発
し
、
シ
ベ
リ
ア
横
断
鉄
道
で
モ
ス
ク
ワ
を
経
由
し
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
向
か
っ
た
。
た
だ
肺

結
核
を
患
い
倒
れ
た
シ
ュ
テ
フ
ィ
ン
だ
け
は
モ
ス
ク
ワ
に
置
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
六
月
四
日
、
シ
ベ
リ
ア
横
断
特
急
の
車
中
で
ブ
レ
ヒ
ト
は
彼
女
の

死
を
知
ら
さ
れ
る
。「
シ
ュ
テ
フ
ィ
ン
の
死
ほ
ど
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
心
を
か
き
乱
し
た
出
来
事
は
な
か
っ
た
」

（
５
）。

詩
『
喪
失
者
の
リ
ス
ト
』D

ie V
erlustliste

で
は
最
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初
に
―
―
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
よ
り
も
先
に
―
―
「
労
働
者
出
身
の
小
柄
な
女
教
師
」
シ
ュ
テ
フ
ィ
ン
の
死
を
悼
ん
で
い
る（

６
）。

失
意
の
ブ
レ
ヒ
ト
は
一
家
を
連
れ
、
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
か
ら
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
貨
物
船
「
ア
ニ
ー
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
」
号
で
ア
メ
リ
カ
に
出
航
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
経
由
し
、
一
ヶ
月
あ
ま
り
の
長
い
船
旅
の
後
、
一
家
四
人
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
外
港
サ
ン
・
ペ
ド
ロ
に
七
月
二
一
日
到
着
し
た
。
埠
頭
に
は

作
家
、
リ
オ
ン
・
フ
ォ
イ
ヒ
ト
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
の
妻
マ
ル
タ
と
俳
優
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
グ
ラ
ー
ナ
ハ
が
迎
え
に
来
て
い
た
。
ブ
レ
ヒ
ト
は
フ
ォ
イ
ヒ
ト
ヴ
ァ

ン
ガ
ー
の
勧
め
で
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
比
べ
て
生
活
費
も
安
い
し
、
金
儲
け
の
可
能
性
が
あ
る
」

（
７
）と

い
う
理
由
か
ら
だ
っ

た
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
ア
ー
ガ
イ
ル
・
ア
ヴ
ェ
ニ
ュ
ー
五
四
番
地
に
あ
る
小
さ
な
ア
パ
ー
ト
に
旅
装
を
解
い
た
ブ
レ
ヒ
ト
一
家
は
、
や
が
て
サ
ン
タ
・
モ
ニ
カ
二
五

番
街
八
一
七
番
地
の
木
造
の
家
に
移
り
住
む
。
四
季
の
な
い
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
生
暖
か
い
気
候
は
、
引
き
締
ま
る
よ
う
な
冬
の
寒
さ
に
慣
れ
た
ブ
レ
ヒ
ト
に

は
け
だ
る
く
感
じ
ら
れ
た
。
ラ
イ
麦
の
入
ら
な
い
白
パ
ン
も
彼
の
口
に
は
合
わ
な
か
っ
た
。
本
物
の
パ
ン
と
呼
べ
る
も
の
が
ア
メ
リ
カ
に
は
な
い
と
、
ブ
レ
ヒ
ト

は
嘆
く
。「
灌
漑
を
と
め
れ
ば
た
ち
ま
ち
砂
漠
と
化
し
て
し
ま
う
土
地
に
花
や
緑
を
植
え
込
ん
だ
人
工
的
な
美
し
さ
は
、
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
生
ま
れ
で
バ
イ
エ
ル

ン
の
深
い
緑
を
見
て
育
っ
た
彼
に
は
た
だ
異
様
に
し
か
映
ら
な
い
」

（
８
）。

こ
こ
で
は
自
然
が
異
化
さ
れ
て
い
る
の
だ（

９
）。

ハ
リ
ウ
ッ
ド
は
太
平
洋
岸
の
ワ
イ
マ
ー
ル
と
い
わ
れ
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
亡
命
者
、
特
に
文
学
、
音
楽
、
演
劇
界
の
傑
出
し
た
芸
術
家
た
ち
の
新
し
い
中
心
地
と

な
っ
て
い
た
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
マ
ン
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
兄
弟
、
フ
ォ
イ
ヒ
ト
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
、
デ
ー
ブ
リ
ー
ン
、
ヴ
ェ
ル
フ
ェ
ル
、
ツ
ッ
ク
マ
イ
ア
ー
な
ど
の
作

家
、
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
や
ブ
ル
ー
ノ
・
ヴ
ァ
ル
タ
ー
な
ど
の
音
楽
家
、
演
出
家
で
は
マ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
や
ベ
ル
ト
ル
ト
・
フ
ィ
ア
テ
ル
、
俳
優
で
は
コ

ル
ト
ナ
ー
、
ロ
レ
、
ホ
モ
ル
カ
な
ど
が
い
た
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
は
「
麻
薬
」
の
販
売
所
で
あ
る
。
映
画
産
業
を
支
配
す
る
、
芸
術
と
は
無
縁
の
商
業
主
義
や
大
衆
迎

合
路
線
に
冷
笑
的
な
視
線
を
向
け
な
が
ら
も
、
そ
こ
で
撒
き
散
ら
さ
れ
る
多
大
な
お
金
を
求
め
て
多
く
の
芸
術
家
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
。
絶
え
間
な
い
欲
求
不

満
と
、
誰
も
が
蹴
落
と
す
べ
き
ラ
イ
バ
ル
だ
と
い
う
競
争
意
識
が
、
緊
張
に
満
ち
た
風
土
を
生
み
出
す
。
こ
の
亡
命
者
コ
ロ
ニ
ー
で
は
、
少
数
の
成
功
者
の
裕
福

な
生
活
と
大
多
数
の
落
伍
者
の
屈
辱
的
な
生
活
が
対
照
的
だ
。
だ
が
こ
う
し
た
対
比
は
彼
ら
が
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
得
て
い
た
評
価
に
相
応
し
な
い
。
ハ

リ
ウ
ッ
ド
が
描
き
出
す
人
間
模
様
は
、
人
を
時
と
し
て
孤
独
に
さ
せ
、
人
間
関
係
を
い
び
つ
に
さ
せ
る
。

一
年
以
上
も
ブ
レ
ヒ
ト
一
家
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
映
画
基
金
か
ら
受
け
る
月
百
二
十
ド
ル
の
映
画
奨
学
金
で
や
っ
て
い
く
し
か
な
か
っ
た
。
ル
ビ
ッ
チ
ュ
や
デ
ィ
ー

テ
ル
レ
な
ど
の
映
画
監
督
や
ハ
リ
ウ
ッ
ド
在
住
の
裕
福
な
ド
イ
ツ
人
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
、
亡
命
ド
イ
ツ
人
の
た
め
の
救
援
組
織
の
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
ブ

レ
ヒ
ト
は
俳
優
の
ペ
ー
タ
ー
・
ロ
レ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
る
ク
ル
ト
・
ヴ
ァ
イ
ル
か
ら
も
つ
ね
に
何
が
し
か
の
金
銭
的
援
助
を
受
け
て
い
た
。
こ
の
イ
ー
ジ
ー
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ゴ
ー
イ
ン
グ
の
国
に
ブ
レ
ヒ
ト
は
最
初
か
ら
な
じ
め
な
か
っ
た
。「
金
鉱
探
し
」
の
よ
う
な
生
活
が
始
ま
っ
た
が
、
シ
ュ
テ
フ
ィ
ン
は
い
な
い
。「
ち
ょ
う
ど
砂
漠

に
入
っ
て
い
こ
う
と
い
う
と
き
に
、
道
案
内
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
分
だ
っ
た
」

）
（（
（

と
ブ
レ
ヒ
ト
は
述
懐
す
る
。
彼
は
ひ
た
す
ら
映
画
の
も
と
に

な
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
書
き
続
け
る
が
、
ど
れ
一
つ
と
し
て
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
映
画
界
に
う
ま
く
入
り
込
め
な
か
っ
た
ブ
レ
ヒ
ト
は
一
九
四
二
年
四
月
に
、

「
こ
こ
十
年
で
は
じ
め
て
ま
と
も
な
仕
事
を
何
一
つ
し
て
い
な
い
」

）
（（
（

と
記
し
て
い
る
。
商
品
を
提
供
せ
よ
と
い
う
掟
の
前
に
立
た
さ
れ
続
け
た
ブ
レ
ヒ
ト
は
、『
ハ

リ
ウ
ッ
ド
』H

ollyw
ood

と
い
う
詩
を
書
い
た
。

毎
朝
、
日
々
の
糧
を
稼
ぐ
た
め

私
は
嘘
が
買
い
上
げ
ら
れ
る
市
場
に
行
く

希
望
に
満
ち
て

私
は
売
り
手
た
ち
の
列
に
加
わ
る

）
（（
（

ふ
と
気
が
つ
く
と
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
無
意
識
の
う
ち
に
、
ど
の
丘
陵
線
に
も
、
ど
の
シ
ト
ロ
ン
の
木
に
も
、
小
さ
な
値
札
が
つ
い
て
い
な
い
か
探
し
て
い
た
。
人

間
に
会
っ
て
も
、
値
札
が
つ
い
て
い
な
い
か
と
探
し
て
し
ま
う
。
ブ
レ
ヒ
ト
は
言
う
。「
こ
の
国
で
は
肩
を
す
く
め
る
こ
と
か
ら
、
ア
イ
デ
ア
に
い
た
る
ま
で
、

〈
売
ろ
う
〉
と
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
絶
え
ず
買
い
手
を
獲
得
し
よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
の
だ
」

）
（（
（

。『
三
文
オ
ペ
ラ
』D

ie D
reigroschenoper

で
大

当
た
り
を
取
っ
た
劇
作
家
も
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
は
無
名
の
存
在
だ
っ
た
。
ブ
レ
ヒ
ト
は
詩
『
亡
命
地
の
ソ
ネ
ッ
ト
』Sonett in der E

m
igration

で
、
次
の
よ
う

に
書
い
て
い
る
。

ど
こ
へ
行
っ
て
も
聞
か
さ
れ
る
。
ス
ペ
ル
・
ユ
ア
・
ネ
ー
ム
！

あ
あ
、
こ
の
名
前
が
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
で
あ
れ
ば
！

）
（（
（

詩
集
『
ハ
リ
ウ
ッ
ド
悲
歌
』H

ollyw
oodelegien

に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ブ
レ
ヒ
ト
に
と
っ
て
ハ
リ
ウ
ッ
ド
は
悲
歌
が
ど
こ
よ
り
も
似
合
う
町
だ
っ
た
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の
だ

）
（（
（

。
ブ
レ
ヒ
ト
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
の
映
画
の
仕
事
は
全
体
と
し
て
失
敗
に
終
わ
っ
た
が
、
映
画
に
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
お
金
を
稼
い
だ

り
、
詩
や
歌
を
売
っ
た
り
も
し
た
。
店
屋
で
彼
が
詩
を
朗
読
し
て
、
服
屋
さ
ん
か
ら
お
礼
に
ス
ー
ツ
を
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
逆
に
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
・
ベ
ル
ク

ナ
ー
、
パ
ウ
ル
・
ツ
ィ
ナ
ー
夫
妻
と
一
週
間
か
け
て
作
っ
た
映
画
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
盗
ま
れ
て
、
映
画
会
社
に
持
ち
込
ん
だ
と
き
に
は
、
盗
人
に
三
万
五
千
ド
ル

が
払
わ
れ
た
あ
と
だ
っ
た
り
し
た

）
（（
（

。
だ
が
こ
う
し
た
出
来
事
は
ブ
レ
ヒ
ト
の
芸
術
的
評
価
と
は
何
の
関
係
も
な
か
っ
た
。
芸
術
家
と
し
て
の
ブ
レ
ヒ
ト
の
プ
ラ
イ

ド
は
ず
っ
と
傷
つ
け
ら
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。

『
庭
の
水
ま
き
に
つ
い
て
』V

om
 Sprengen des G

artens

と
い
う
詩
で
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
言
う
。「
喉
の
乾
い
た
木
々
に
水
を
！　

与
え
す
ぎ
な
ん
て
こ
と
は

な
い
。
／
忘
れ
る
な
、
そ
こ
の
藪
も
、
そ
の
ぐ
っ
た
り
と
し
て
／
が
つ
が
つ
し
た
や
つ
も
。
見
落
と
す
な
／
花
の
間
の
雑
草
も
、
こ
れ
も
／
喉
が
渇
い
て
い
る

の
だ
［
…
］」

）
（（
（

こ
の
詩
で
は
明
ら
か
に
花
や
木
々
に
か
け
て
、
人
間
社
会
の
階
級
関
係
や
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
人
間
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
詩
人
が
弱
者
の
立
場
に

立
っ
て
、
書
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ

）
（（
（

。
ブ
レ
ヒ
ト
の
眼
は
次
第
に
「
在
留
敵
国
人
」
の
最
下
層
の
人
た
ち
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
で
暮
ら
す
中
国
人
や
、
リ
ト

ル
ト
ー
キ
ョ
ー
で
暮
ら
す
日
本
人
に
注
が
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ビ
ヴ
ァ
リ
ー
ヒ
ル
ズ
の
庭
師
は
ほ
と
ん
ど
が
日
本
人
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
彼
ら
の
水
ま
き
を
見

な
が
ら
、
先
の
詩
を
書
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
約
十
万
人
の
日
本
人
が
、（
ア
メ
リ
カ
の
市
民
権
取
得
者
も
含
め
て
）
軍
事
上
の
理
由
で
、
こ
こ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
沿
岸
か
ら
強
制
疎
開
さ
せ
ら
れ
る
」

）
（（
（

。「
私

た
ち
は
ド
イ
ツ
人
だ
か
ら
在
留
敵
国
人
だ
。
ヒ
ト
ラ
ー
の
敵
で
も
例
外
は
な
い
と
言
う
の
な
ら
、
私
た
ち
も
こ
の
沿
岸
か
ら
出
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
当
地
の
日
本
人
漁
師
や
庭
師
は
、
収
容
所
に
送
り
込
ま
れ
る
。
彼
ら
は
こ
こ
の
農
場
主
た
ち
か
ら
い
つ
も
嫌
わ
れ
者
だ
っ
た
。
そ
し
て
今
で
は
、
彼
ら
が

忠
誠
心
を
持
た
な
い
こ
と
が
恐
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
例
外
と
原
則
だ
」

）
（（
（

。
在
留
敵
国
人
が
ア
メ
リ
カ
（
人
）
に
対
し
て
憎
し
み
や
敵
意
を
抱
く
こ
と
が
「
原

則
」
で
あ
り
、
忠
誠
心
や
愛
を
示
す
こ
と
（「
例
外
」）
は
あ
り
え
な
い
と
こ
こ
で
は
思
わ
れ
て
い
る
。
ブ
レ
ヒ
ト
は
教
育
劇
『
例
外
と
原
則
』D

ie A
usnahm

e 

und die R
egel

で
、「
原
則
は
眼
に
は
眼
を
で
、
例
外
を
期
待
す
る
の
は
愚
か
者
」

）
（（
（

と
裁
判
官
に
言
わ
せ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
作
者
は
「
異
化
」
と
い
う
薬
を
振

り
か
け
て
、「
原
則
」（
野
蛮
や
敵
意
）
と
「
例
外
」（
愛
や
善
意
）
を
反
転
さ
せ
、
裁
判
官
の
言
う
世
界
と
は
ま
っ
た
く
逆
の
世
界
を
、
観
客
の
心
の
中
に
描
か

せ
よ
う
と
し
た
の
だ
が
。
そ
れ
は
こ
こ
で
も
見
果
て
ぬ
夢
だ
っ
た
。

ブ
レ
ヒ
ト
は
不
当
に
差
別
を
受
け
、
抑
圧
さ
れ
た
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
在
住
の
日
本
人
・
日
系
ア
メ
リ
カ
人
に
シ
ン
パ
シ
ー
を
寄
せ
て
い
た
。
自
ら
も
「
在
留
敵
国

人
」
と
し
て
登
録
に
行
っ
た
役
所
で
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
目
の
よ
く
見
え
な
い
日
本
人
の
老
婆
を
見
か
け
る
。
書
類
を
書
く
の
に
時
間
が
か
か
る
の
で
、
連
れ
の
若
い
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女
性
に
頼
ん
で
、
他
の
待
っ
て
い
る
人
た
ち
に
謝
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、
他
の
人
は
み
な
微
笑
ん
で
い
た
。
役
所
の
係
り
の
ア
メ
リ
カ
人
も
親
切
だ
っ
た
、
と

彼
は
ス
ケ
ッ
チ
し
、「
極
度
の
精
神
不
安
や
あ
ら
ゆ
る
非
難
攻
撃
を
も
の
と
も
せ
ず
、
人
間
性
が
貫
か
れ
る
の
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
」

）
（（
（

と
例
外
的
な
状
況
を
賛

美
し
て
い
る
。
ブ
レ
ヒ
ト
は
当
時
、「
在
留
敵
国
人
」
と
し
て
の
自
ら
の
運
命
を
日
本
人
や
「
ニ
セ
イ
」（
ブ
レ
ヒ
ト
は
こ
の
日
本
語
を
知
っ
て
い
た
）
の
そ
れ
と

重
ね
合
わ
せ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
山
崎
豊
子
の
『
二
つ
の
祖
国
』
や
井
上
ひ
さ
し
が
『
マ
ン
ザ
ナ
、
わ
が
町
』
で
描
い
た
世
界
が
、
ブ
レ
ヒ
ト
に
も
重
く

の
し
か
か
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
次
第
に
知
る
よ
う
に
な
る
。
Ｆ
Ｂ
Ｉ
の
盗
聴
は
常
時
行
わ
れ
、
ブ
レ
ヒ
ト
に
関
す
る
多
く
の
個
人
デ
ー
タ
が
集

積
さ
れ
、
や
が
て
ア
メ
リ
カ
を
追
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
。

ブ
レ
ヒ
ト
は
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
に
も
足
を
伸
ば
す
。
四
一
年
一
一
月
一
六
日
の
『
作
業
日
誌
』Journal

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ

ン
で
四
〇
セ
ン
ト
出
し
て
、
小
さ
な
中
国
の
福
の
神
を
買
う
。『
福
の
神
の
旅
』D

ie R
eisen des G

lücksgotts

と
い
う
作
品
の
構
想
を
練
る
」

）
（（
（

。
の
ち
に
オ
ペ
ラ

へ
発
展
し
て
い
く
こ
の
作
品
を
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
次
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
ま
と
め
よ
う
と
考
え
て
い
た
。「
幸
福
を
願
う
人
々
の
神
様
が
大
陸
を
旅
す
る
。
彼

の
行
く
先
々
で
暴
行
や
殺
害
が
起
き
る
。
数
々
の
事
件
の
扇
動
者
で
あ
る
彼
は
、
密
告
さ
れ
、
逮
捕
さ
れ
、
死
刑
の
判
決
を
受
け
る
。
だ
が
彼
は
不
死
身
だ
っ

た
。
電
気
椅
子
で
も
死
な
な
い
。
死
刑
執
行
人
は
う
ろ
た
え
、
つ
い
に
は
退
却
す
る
。
群
衆
は
歓
喜
し
、
処
刑
場
か
ら
去
っ
て
い
く
」

）
（（
（

。
ブ
レ
ヒ
ト
は
一
二
月
四

日
に
次
の
よ
う
な
エ
ピ
グ
ラ
ム
を
添
え
て
、
こ
の
福
の
神
の
人
形
を
フ
リ
ッ
ツ
・
ラ
ン
グ
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
。

私
は
福
の
神
、
周
り
に
異
端
者
を
集
め
、

苦
難
に
満
ち
た
こ
の
世
で
、
幸
福
を
追
い
求
め
る

私
は
ア
ジ
テ
ー
タ
ー
、
醜
聞
を
暴
く
人
、
扇
動
者

だ
か
ら
―
―
扉
を
閉
め
ろ
―
―
非
合
法
な
ん
だ
。

）
（（
（

フ
リ
ッ
ツ
・
ラ
ン
グ
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
は
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
業
界
へ
の
参
入
を
た
や
す
く
し
た
ろ
う
し
、
ブ
レ
ヒ
ト
に
そ
の
よ
う
な
計
算
が

あ
っ
た
こ
と
も
事
実
だ
ろ
う
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
た
際
に
、
彼
は
『
福
の
神
の
旅
』
の
構
想
を
ラ
ン
グ
に
語
っ
た
は
ず
だ
。「
死
刑
執
行
人
と
反
乱
者
」、「
処

刑
の
不
履
行
と
民
衆
の
勝
利
」
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
は
、『
死
刑
執
行
人
も
ま
た
死
す
』
で
も
現
れ
る
の
で
、
こ
の
映
画
の
プ
レ
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
よ
う
な
感
じ
さ
え
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す
る
。
ブ
レ
ヒ
ト
と
ラ
ン
グ
の
共
同
作
業
は
、
無
意
識
の
う
ち
に
す
で
に
こ
の
時
点
で
始
ま
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

３　

映
画
『
死
刑
執
行
人
も
ま
た
死
す
』

一
九
九
七
年
、
九
八
年
に
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
の
学
生
、
ボ
ノ
ー
が
「
ア
メ
リ
カ
の
ブ
レ
ヒ
ト
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
博
士
論
文
を
書
く
た
め
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
の
図
書
館
に
資
料
収
集
に
訪
れ
た
。
彼
女
は
そ
こ
で
『
死
刑
執
行
人
も
ま
た
死
す
』
の
貴
重
な
資
料
を
発
見
す
る
こ
と
に
な
る
。
映
画
は
ふ
つ
う
第

一
段
階
で
あ
る
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
（
シ
ノ
プ
シ
ス
）
と
、
第
二
段
階
で
あ
る
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
（
シ
ナ
リ
オ
構
想
）
を
作
成
し
た
後
、
そ
れ
を
も
と
に
シ
ナ
リ
オ

を
書
く
。
半
世
紀
以
上
、
紛
失
し
た
と
さ
れ
て
い
た
『
死
刑
執
行
人
も
ま
た
死
す
』
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
と
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
が
出
て
き
た
の
だ
。
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

は
『
４
３
７
!!
人
質
映
画
』437!! E

in G
eiselfi�lm

と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
ド
イ
ツ
語
版
テ
ク
ス
ト
で
、
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
は
『
降
伏
す
る
こ
と
な
か
れ
』N

ever 

Surrender

と
い
う
英
語
版
翻
訳
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。（
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ド
イ
ツ
語
版
テ
ク
ス
ト
は
な
く
な
っ
た
ま
ま
だ
。）
こ
の
二
つ
の
テ
ク
ス
ト
は
国
際
ブ
レ

ヒ
ト
学
会
が
発
行
す
る
『
ブ
レ
ヒ
ト
年
報
』
二
八
号
（
二
〇
〇
三
年
）、
三
〇
号
（
二
〇
〇
五
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
を
利
用
し
な
が
ら
共
同
作
業
の
工
程

を
追
っ
て
み
た
い
。

３
・
１　

成
立
史

ド
イ
ツ
ナ
チ
ズ
ム
政
権
に
よ
る
チ
ェ
コ
併
合
の
時
代
。「
プ
ラ
ハ
の
死
刑
執
行
人
」
と
言
わ
れ
た
ド
イ
ツ
人
総
督
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
ハ
イ
ド
リ
ヒ
は
一
九
四
二

年
五
月
二
七
日
に
チ
ェ
コ
で
地
下
活
動
を
す
る
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
闘
士
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
た

）
（（
（

。
こ
の
事
件
を
知
っ
た
映
画
監
督
の
フ
リ
ッ
ツ
・
ラ
ン
グ
は
、
ハ

イ
ド
リ
ヒ
殺
害
を
テ
ー
マ
に
し
た
映
画
を
作
ろ
う
と
考
え
、
ブ
レ
ヒ
ト
に
共
同
作
業
に
加
わ
る
こ
と
を
求
め
た
。
ラ
ン
グ
の
狙
い
は
、
反
ナ
チ
映
画
に
必
要
な
政

治
的
知
識
を
ブ
レ
ヒ
ト
か
ら
得
、
そ
れ
を
映
画
に
盛
り
込
む
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
暗
殺
翌
日
の
五
月
二
八
日
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
『
作
業
日
誌
』
に
は
、「
浜

辺
で
ラ
ン
グ
と
一
緒
に
人
質
を
扱
っ
た
映
画
の
構
想
を
練
っ
た
。（
プ
ラ
ハ
で
の
ハ
イ
ド
リ
ヒ
暗
殺
が
き
っ
か
け
だ
）」

）
（（
（

と
書
か
れ
て
い
る
。
立
ち
上
げ
の
早
さ
は

驚
く
べ
き
だ
が
、「
商
品
」
を
賞
味
期
限
内
に
早
期
出
荷
す
る
と
い
う
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
鉄
則
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
時
代
、『
怪
人
マ
ブ
ゼ
博
士
』Dr. M

abuse 

『
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
』Metropolis  

『
Ｍ
』M

な
ど
の
映
画
監
督
と
し
て
名
声
を
博
し
た
フ
リ
ッ
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ツ
・
ラ
ン
グ
は
一
九
三
三
年
に
ド
イ
ツ
を
去
っ
て
い
る
。
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
か
ら
ド
イ
ツ
の
映
画
産
業
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
よ
う
要
請
さ
れ
た
ラ
ン
グ
は
こ
れ
を

拒
絶
し
、
パ
リ
経
由
で
一
九
三
四
年
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
や
っ
て
き
た
。
ラ
ン
グ
は
亡
命
以
前
か
ら
ブ
レ
ヒ
ト
を
知
っ
て
お
り
、
彼
の
芸
術
創
造
を
高
く
評
価
し
て

い
た
。
ブ
レ
ヒ
ト
も
ラ
ン
グ
の
映
画
を
見
て
お
り
、
妻
の
ヘ
レ
ー
ネ
・
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
は
『
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
』
で
小
さ
な
役
で
出
演
し
て
い
る
。
ブ
レ
ヒ
ト
の
友
人

で
あ
る
ペ
ー
タ
ー
・
ロ
レ
が
『
Ｍ
』
の
主
役
を
務
め
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
ブ
レ
ヒ
ト
に
と
っ
て
も
ラ
ン
グ
は
遠
い
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
二
人
の
共

同
作
業
が
始
ま
っ
た
。

ラ
ン
グ
は
一
九
四
二
年
六
月
の
共
同
作
業
を
思
い
出
し
、「
四
時
間
な
い
し
は
五
時
間
の
作
業
を
数
日
重
ね
て
、
一
緒
に
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
作
っ
た
」

）
（（
（

と
語
っ

て
い
る
。
映
画
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
核
と
な
る
部
分
は
お
そ
ら
く
数
日
で
出
来
上
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
は
一
ヶ
月
で
完
成
し
た
が
、
作
業
が

終
了
し
た
一
九
四
二
年
六
月
二
九
日
の
『
作
業
日
誌
』
で
ブ
レ
ヒ
ト
は
、
次
の
よ
う
に
様
子
を
記
し
て
い
る
。

　

い
つ
も
た
い
て
い
、
ラ
ン
グ
と
一
緒
に
朝
九
時
か
ら
夜
七
時
ま
で
、『
人
質
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
作
り
の
仕
事
を
し
て
い
る
。
注
目
に
値
す
る
の
は
、
事
件

の
経
過
・
進
行
の
論
理
を
論
議
す
る
段
に
な
る
と
ラ
ン
グ
が
い
つ
も
持
ち
出
す
タ
ー
ム
（
業
界
用
語
）
で
あ
る
。「
こ
れ
は
観
客
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
」。
ゲ

シ
ュ
タ
ポ
が
家
宅
捜
査
に
来
た
と
き
、
窓
の
カ
ー
テ
ン
の
後
ろ
に
身
を
隠
す
地
下
運
動
の
指
導
者
、「
こ
れ
は
観
客
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
」。
洋
服
ダ
ン
ス
か

ら
転
が
り
出
て
く
る
警
部
の
死
体
も
。
ナ
チ
ス
の
テ
ロ
の
時
代
に
行
わ
れ
る
民
衆
の
「
秘
密
」
集
会
も
。
こ
の
種
の
も
の
を
ラ
ン
グ
は
「
買
う
」。
サ
ス
ペ

ン
ス
よ
り
も
、
驚
き
の
展
開
の
ほ
う
に
ラ
ン
グ
が
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
お
も
し
ろ
い

）
（（
（

。

ア
メ
リ
カ
の
市
民
権
を
取
り
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
化
さ
れ
て
い
く
ラ
ン
グ
に
対
し
て
、
異
邦
人
で
あ
り
続
け
た
ブ
レ
ヒ
ト
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
商
業
主
義
に
染
ま
る
こ

と
を
拒
み
、
観
客
を
教
化
す
る
と
い
う
理
念
を
映
画
で
も
貫
こ
う
と
し
た
。
ブ
レ
ヒ
ト
に
と
っ
て
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
山
と
あ
る
タ
ブ
ー
は
わ
ず
ら
わ
し
い
以
外
の
何

物
で
も
な
く
、
俗
受
け
を
狙
っ
た
、
観
客
に
こ
び
る
ラ
ン
グ
の
製
作
法
は
気
に
入
ら
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
ラ
ン
グ
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
と
ブ
レ
ヒ
ト

の
民
衆
性
が
う
ま
く
織
り
成
し
た
形
で
作
業
は
進
行
し
た
と
思
わ
れ
、
初
期
の
こ
ろ
の
共
同
作
業
に
大
き
な
問
題
は
な
か
っ
た
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

は
通
常
、
一
〇
ペ
ー
ジ
か
ら
一
五
ペ
ー
ジ
程
度
の
筋
の
要
約
で
、
シ
ナ
リ
オ
の
第
一
段
階
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
ブ
レ
ヒ
ト
と
ラ
ン
グ
に
よ
る
『
４
３
７
!!

人
質
映
画
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
は
、
通
常
よ
り
は
る
か
に
長
い
三
九
ペ
ー
ジ
立
て
の
も
の
に
な
っ
て
い
た

）
（（
（

。
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総
督
暗
殺
に
怒
っ
た
ナ
チ
ス
は
、「
暗
殺
者
の
自
首
」
を
呼
び
か
け
、
こ
れ
に
応
え
な
い
場
合
は
人
質
に
取
っ
た
チ
ェ
コ
人
を
報
復
の
た
め
に
処
刑
す
る
と
脅

し
を
か
け
た
。
タ
イ
ト
ル
の
４
３
７
は
、
実
際
に
処
刑
さ
れ
た
人
の
数
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
で
作
業
を
始
め
た
ラ
ン
グ
と
ブ
レ
ヒ
ト
は
、
英
語
の
翻
訳
版
（
翻
訳

者
は
不
明
）
を
作
り
、『
４
３
７
』
と
い
う
簡
略
な
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
い
る
。
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
と
英
語
翻
訳
は
一
九
四
二
年
六
月
三
〇
日
に
、
サ
ム
・
ジ
ェ
フ

芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
あ
る
シ
ナ
リ
オ
作
家
協
会
に
二
人
の
名
前
で
提
出
さ
れ
た
。
原
版
の
ド
イ
ツ
語
版
（
英
語
翻
訳
版
は
失
わ
れ
た
）
は

読
む
こ
と
が
で
き
る
が
、
後
に
完
成
す
る
シ
ナ
リ
オ
の
重
要
な
部
分
を
含
ん
で
い
る
。
二
人
に
よ
る
手
書
き
の
訂
正
の
書
き
込
み
や
抹
消
の
線
が
加
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
論
議
し
な
が
ら
執
筆
が
進
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
ど
の
部
分
が
ブ
レ
ヒ
ト
で
、
ど
の
部
分
が
ラ
ン
グ
の
手
に
な
る
も
の
か
を
判
別
す
る

こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
に
近
い
。

総
督
の
殺
害
に
か
か
わ
っ
た
の
は
チ
ェ
コ
共
産
党
の
地
下
組
織
の
闘
士
た
ち
だ
っ
た
が
、
ナ
チ
ス
か
ら
見
れ
ば
暗
殺
犯
で
あ
り
、
チ
ェ
コ
人
か
ら
見
れ
ば
国
民

的
英
雄
だ
っ
た
。
殺
害
の
実
行
者
を
追
う
ナ
チ
ス
と
、
固
い
団
結
で
実
行
者
を
守
ろ
う
と
す
る
チ
ェ
コ
人
の
息
詰
ま
る
よ
う
な
攻
防
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
の
最

初
の
ト
ー
キ
ー
映
画
『
Ｍ
』
や
、
ア
メ
リ
カ
時
代
の
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
映
画
『
マ
ン
ハ
ン
ト
』M

anhunt

な
ど
で
ラ
ン
グ
が
真
価
を
発
揮
し
た
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
り
、

こ
の
映
画
も
ラ
ン
グ
な
ら
で
は
の
緊
迫
感
に
あ
ふ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
確
か
に
『
マ
ン
ハ
ン
ト
』
は
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
闘
争
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
が
、
主

人
公
と
彼
を
愛
す
る
街
娼
の
逃
走
劇
の
引
き
立
て
役
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。『
マ
ン
ハ
ン
ト
』
に
は
な
い
、
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
に
対
す
る
民
衆
の
側
の

闘
い
や
、
次
第
に
形
成
さ
れ
て
い
く
連
帯
の
輪
は
、
間
違
い
な
く
ブ
レ
ヒ
ト
の
も
の
で
あ
る
。

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
完
結
し
、
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
作
る
作
業
に
入
っ
た
。
ブ
レ
ヒ
ト
は
部
分
的
に
は
一
人
で
作
業
を
進
め
た
と
思
わ
れ
る
。
七
月
五
日
の
作
業

日
誌
に
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
秘
書
に
口
述
筆
記
さ
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
三
九
ペ
ー
ジ
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
、
さ
ら
に
膨
ら
ん
だ
散
文
の
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
に
発
展
す
る
。
シ
ナ
リ
オ
の
前
段
階
だ
が
、
こ
こ
で
ふ
つ
う
な
ら
五
〇
ペ
ー
ジ
か
ら
七
五
ペ
ー
ジ
に
収
ま
る
も
の
が
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
な
り
、
タ
イ
ト
ル

も
『
降
伏
す
る
こ
と
な
か
れ
』
と
な
っ
た

）
（（
（

。
ブ
レ
ヒ
ト
と
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
に
仕
事
を
し
た
こ
と
も
あ
る
演
出
家
ベ
ル
ト
ル
ト
・
フ
ィ
ア
テ
ル
と
、
彼
の
妻
で
ハ

リ
ウ
ッ
ド
で
成
功
を
収
め
た
シ
ナ
リ
オ
作
家
の
ザ
ル
カ
・
フ
ィ
ア
テ
ル
の
息
子
ハ
ン
ス
は
当
時
学
生
で
あ
っ
た
が
、
ブ
レ
ヒ
ト
と
ラ
ン
グ
の
要
請
に
応
じ
て
、
こ

の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
英
語
に
翻
訳
し
た
と
言
う
。
渡
さ
れ
た
ド
イ
ツ
語
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
は
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ラ
ン
グ
の
記

憶
か
ら
も
翻
訳
を
頼
ん
だ
こ
と
は
消
え
失
せ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ド
イ
ツ
語
原
稿
も
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
一
九
九
八
年
に
発
見
さ
れ
た
英
語
の
翻
訳
は
九
五

ペ
ー
ジ
あ
り
、
英
語
の
セ
ン
テ
ン
ス
が
ド
イ
ツ
語
よ
り
も
若
干
短
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
証
言
に
は
信
憑
性
が
あ
る

）
（（
（

。
英
語
版
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
は
シ
ナ
リ
オ
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作
家
協
会
に
、
一
九
四
二
年
七
月
一
六
日
の
日
付
で
、
サ
ム
・
ジ
ェ
フ
芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
登
録
さ
れ
て
い
る
。

映
画
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
書
い
た
二
つ
の
草
稿
『
４
３
７
!!
人
質
映
画
』（
ド
イ
ツ
語
原
版
）
と
『
降
伏
す
る
こ
と
な
か
れ
』（
英
語
翻
訳
版
）
を
読
む
と
、
筋
を

構
成
す
る
主
要
な
要
素
、
主
要
な
登
場
人
物
は
す
べ
て
含
ま
れ
て
お
り
、
完
成
し
た
映
画
の
せ
り
ふ
の
半
分
ぐ
ら
い
を
こ
の
草
稿
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち

ろ
ん
登
場
人
物
の
名
前
は
、
初
期
の
段
階
で
は
ノ
ヴ
ォ
ト
ニ
ー
教
授
が
マ
エ
ク
で
あ
っ
た
り
、
娘
の
マ
ー
シ
ャ
が
マ
リ
ア
で
あ
っ
た
り
は
す
る
が
。
ブ
レ
ヒ
ト
が

当
時
書
い
て
い
る
い
く
つ
か
の
散
文
、
例
え
ば
民
衆
の
抵
抗
、
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
を
描
い
た
『
の
ろ
ま
の
ア
ン
ナ
』D

ie langsam
e A

nna

）
（（
（

や
、
抵
抗
運
動
を
高
ら

か
に
歌
い
上
げ
た
詩
『
兄
弟
よ
、
時
は
き
た
れ
り
』Bruder, es ist die Zeit

）
（（
（

な
ど
も
ブ
レ
ヒ
ト
の
こ
の
作
業
へ
の
深
い
か
か
わ
り
を
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
映
画
の
完
成
シ
ナ
リ
オ
の
基
礎
的
な
作
業
の
大
半
が
七
月
一
六
日
ま
で
に
終
え
ら
れ
た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

完
成
し
た
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
も
と
に
七
月
中
旬
よ
り
シ
ナ
リ
オ
を
作
る
作
業
に
入
っ
た
。
シ
ナ
リ
オ
は
英
語
で
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の

シ
ナ
リ
オ
作
家
と
し
て
ブ
レ
ヒ
ト
が
ま
っ
た
く
未
経
験
で
あ
り
、
英
語
も
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
ラ
ン
グ
は
ア
メ
リ
カ
人
の
著
名
な
劇
作
家
・
シ
ナ
リ
オ
作
家
で

ド
イ
ツ
語
に
も
堪
能
な
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
を
雇
い
、
映
画
に
ふ
さ
わ
し
い
英
語
台
本
を
作
る
こ
と
を
彼
に
求
め
た

）
（（
（

。
一
九
三
九
年
に
で
き
た
反
フ
ァ
シ
ズ

ム
映
画
『
ナ
チ
ス
パ
イ
の
告
白
』Confessions of a N

azi Spy

の
シ
ナ
リ
オ
を
手
が
け
た
作
家
で
あ
る
。
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
は
一
九
四
二
年
八
月
五
日
に
作
業
チ
ー

ム
に
加
わ
り
、
一
〇
月
中
旬
ま
で
約
一
〇
週
間
に
わ
た
り
ブ
レ
ヒ
ト
と
二
人
で
、
と
き
に
は
ラ
ン
グ
と
二
人
で
、
と
き
に
は
ま
っ
た
く
一
人
で
、
作
業
を
進
め

た
。こ

の
作
業
開
始
日
は
の
ち
に
起
こ
る
シ
ナ
リ
オ
の
真
の
作
家
は
誰
か
を
め
ぐ
る
裁
判
で
重
要
に
な
る
。「
作
業
を
始
め
た
と
き
、
ブ
レ
ヒ
ト
と
ラ
ン
グ
は
ほ
と

ん
ど
筋
書
き
を
作
っ
て
お
ら
ず
、
い
く
つ
か
の
メ
モ
書
き
が
記
さ
れ
た
一
ペ
ー
ジ
の
梗
概
を
渡
さ
れ
た
だ
け
だ
」
と
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
は
主
張
す
る

）
（（
（

。
た
だ
そ
の
と

き
に
は
フ
ィ
ア
テ
ル
に
よ
る
英
語
翻
訳
は
終
わ
っ
て
お
り
、
ラ
ン
グ
は
こ
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
間
違
い
な
く
渡
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
ブ
レ
ヒ
ト
と
ラ
ン
グ

に
よ
る
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
と
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
基
本
的
に
は
映
画
の
シ
ナ
リ
オ
と
大
き
な
違
い
は
な
い
の
で
あ
る
。

ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
は
最
初
か
ら
自
身
を
こ
の
映
画
の
た
だ
一
人
の
シ
ナ
リ
オ
作
家
と
見
な
し
て
お
り
、
ブ
レ
ヒ
ト
と
ラ
ン
グ
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
映
画
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
も
と
に
、
一
人
で
英
語
版
と
ド
イ
ツ
語
版
の
シ
ナ
リ
オ
を
書
い
た
と
主
張
し
て
い
る
。
彼
は
「
ブ
レ
ヒ
ト
が
映
画
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
ず
ぶ
の
素

人
」
で
あ
り
、
作
家
で
あ
る
自
分
の
横
に
つ
い
て
、
ナ
チ
ス
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
や
ド
イ
ツ
語
表
現
の
専
門
家
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
助
言
を
す
る
、
い
わ
ば
助
手

の
役
割
し
か
果
た
し
て
い
な
い
と
言
う
。
そ
の
違
い
は
給
料
の
違
い
に
歴
然
と
し
て
い
る
と
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
は
指
摘
す
る
。
彼
は
毎
週
一
五
〇
〇
ド
ル
の
給
料
を
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得
て
い
た
が
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
す
べ
て
の
仕
事
に
対
し
て
五
〇
〇
〇
ド
ル
と
出
来
高
制
に
よ
る
ボ
ー
ナ
ス
を
得
た
だ
け
だ
っ
た
と

）
（（
（

。

ブ
レ
ヒ
ト
が
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
よ
り
低
い
給
与
の
査
定
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
何
度
も
事
務
所
と
交
渉
を
し
て
い
る
。
ウ
ェ
ク
ス

リ
ー
の
供
述
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
四
二
年
七
月
二
〇
日
の
『
作
業
日
誌
』
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
一
日
中
食
う
た
め
の
仕
事
、
ラ
ン
グ

と
〈
人
質
〉
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
五
〇
〇
〇
ド
ル
も
ら
え
る
そ
う
だ
。
さ
ら
に
こ
の
続
き
の
仕
事
で
三
〇
〇
〇
ド
ル
だ
と
い
う
」

）
（（
（

。
け
っ

き
ょ
く
ブ
レ
ヒ
ト
は
こ
の
仕
事
で
一
万
ド
ル
を
得
て
、
一
九
四
二
年
八
月
一
二
日
に
サ
ン
タ
・
モ
ニ
カ
二
六
番
街
一
〇
六
三
番
地
に
引
越
し
、
後
に
こ
の
家
を
持

ち
家
と
し
て
購
入
し
て
い
る

）
（（
（

。
当
時
の
労
働
者
の
平
均
月
収
が
二
〇
〇
ド
ル
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
ブ
レ
ヒ
ト
が
得
た
お
金
は
か
な
り
の
額
で
あ
る
。
ブ
レ

ヒ
ト
と
ラ
ン
グ
の
共
同
作
業
（
七
月
二
〇
日
の
時
点
で
は
そ
う
だ
っ
た
）
は
、
八
月
五
日
よ
り
主
に
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
と
ブ
レ
ヒ
ト
の
共
同
作
業
に
変
わ
っ
た
。
初

日
の
八
月
五
日
の
仕
事
の
様
子
は
ブ
レ
ヒ
ト
の
『
作
業
日
誌
』
か
ら
う
か
が
え
る
。

　

今
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
ラ
ス
パ
ラ
マ
ス
通
り
に
あ
る
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ツ
の
事
務
所
で
仕
事
を
し
て
い
る
。
秘
書
嬢
た
ち
の
い
る
暑
い
事
務

室
。
ア
メ
リ
カ
の
作
家
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
は
こ
こ
で
週
給
一
五
〇
〇
ド
ル
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
彼
は
す
ご
い
左
翼
で
立
派
な
男
と
思
わ
れ
て
い

る
。
ま
ず
彼
と
シ
ー
ク
エ
ン
ス
を
検
討
す
る
。
彼
は
こ
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
を
英
語
で
秘
書
に
口
述
し
、
４
部
コ
ピ
ー
を
と
ら
せ
る
。
私
も
１
部
ほ
し
い
と

い
っ
た
ら
、
彼
は
と
て
つ
も
な
く
幼
稚
な
言
い
逃
れ
を
し
た
。
ヘ
ッ
ド
に
「
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
」
と
い
う
名
前
と
日
付
が
あ
る
。
そ
し
て
〈
サ
ジ
ェ

ス
チ
ョ
ン
ズ
（
提
案
）〉
と
い
う
と
こ
ろ
の
名
前
は
書
い
て
い
な
い
。
あ
る
シ
ー
ン
で
彼
は
ド
イ
ツ
語
の
翻
訳
を
必
要
と
し
た
の
で
、
彼
は
そ
の
部
分
を
コ

ピ
ー
に
手
書
き
で
書
き
加
え
、
そ
れ
を
私
に
渡
し
た
。
私
は
そ
の
紙
片
を
持
っ
て
帰
っ
た
。
そ
の
あ
と
彼
は
電
話
を
か
け
ま
く
り
、「
ブ
レ
ヒ
ト
の
や
つ
が

必
要
な
ペ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
、
あ
れ
が
な
い
と
仕
事
が
進
ま
な
い
」
と
言
っ
た
そ
う
だ
。
ど
う
や
ら
こ
う
い
う
ト
リ
ッ
ク
（
策
略
）
も
相
当

な
金
に
な
る
の
だ
ろ
う

）
（（
（

。

ブ
レ
ヒ
ト
は
当
時
こ
の
ト
リ
ッ
ク
が
何
の
目
的
か
知
る
由
も
な
か
っ
た
。
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
は
経
験
か
ら
シ
ナ
リ
オ
作
家
協
会
の
著
作
権
裁
判
で
は
、
自
分
の
署

名
入
り
の
原
稿
を
多
く
示
し
た
ほ
う
が
シ
ナ
リ
オ
の
原
作
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
彼
は
最
初
か
ら
つ
ね
に
、
毎
日
の
作
業
で
出
来

上
が
っ
た
原
稿
の
各
ペ
ー
ジ
の
ヘ
ッ
ド
に
署
名
を
し
、
自
分
の
も
の
と
し
て
持
ち
帰
っ
て
い
た
の
だ

）
（（
（

。
ブ
レ
ヒ
ト
は
七
月
一
四
日
と
八
月
一
一
日
に
ラ
ン
グ
と
契
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共同作業する三人。ラング（右）、ブレヒト（中央）、ウェクスリー（左）

映画冒頭のタイトル。脚本はウェクスリーとなっている。
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約
を
結
び
、
す
べ
て
の
権
利
を
ラ
ン
グ
に
譲
渡
し
、
書
い
た
シ
ナ
リ
オ
の
す
べ
て
を
彼
に
渡
す
こ
と
に
同
意
し
て
い
た
。
ブ
レ
ヒ
ト
の
手
元
に
は
シ
ナ
リ
オ
は

ま
っ
た
く
残
さ
れ
て
い
ず
、
ブ
レ
ヒ
ト
と
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
の
共
同
作
業
で
生
ま
れ
た
シ
ナ
リ
オ
は
ラ
ン
グ
が
保
持
し
、
コ
ピ
ー
を
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
が
手
元
に
残
し

て
い
た
。
裁
判
が
ブ
レ
ヒ
ト
に
不
利
に
働
き
、
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
を
作
者
と
認
定
す
る
伏
線
は
す
で
に
こ
こ
で
敷
か
れ
て
い
た
と
言
っ
て
い
い
。

だ
が
『
作
業
日
誌
』
の
記
述
か
ら
推
測
す
る
限
り
、
確
執
は
む
し
ろ
ラ
ン
グ
と
の
製
作
方
法
の
違
い
に
あ
り
、
左
翼
作
家
の
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
と
は
極
め
て
良
好

な
関
係
を
維
持
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
英
語
を
母
語
と
し
、
ド
イ
ツ
語
に
も
堪
能
な
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
が
、
散
文
で
書
か
れ
た
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
、
英
文
会
話
体

の
シ
ナ
リ
オ
に
直
す
作
業
を
リ
ー
ド
し
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
ブ
レ
ヒ
ト
は
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
行
い
、
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
が
出
し
て
き
た
原
案
を
細
か

に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
作
業
の
様
子
か
ら
す
る
と
、
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
の
言
う
よ
う
に
ブ
レ
ヒ
ト
は
助
手
的
な
役
割
し
か
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
ブ
レ
ヒ
ト
は
小
さ
な
加
工
で
済
む
、
優
れ
た
「
原
石
」
を
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
に
託
し
て
い
た
の
だ
。
二
人
の
作
業
が
始
ま
っ
て
四
〇
日
後
の

九
月
一
四
日
に
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

ラ
ン
グ
の
代
わ
り
に
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
と
、
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
シ
ナ
リ
オ
に
書
き
換
え
る
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
以
来
、
映
画
の
仕
事
（『
人
民
を
信
ぜ
よ
』

T
rust the People

と
い
う
題
名
に
私
は
し
た
い
）
は
快
調
に
進
ん
で
い
る
。（
そ
し
て
彼
が
作
っ
た
シ
ナ
リ
オ
に
私
が
さ
ら
に
手
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
）。
特
に
私
は
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
を
説
得
し
、
夜
、
私
の
自
宅
で
一
緒
に
ま
っ
た
く
新
し
い
理
想
台
本
を
作
り
、
そ
れ
を
ラ
ン
グ
に
渡
す
こ
と
に
し
た
。

も
ち
ろ
ん
私
は
民
衆
場
面
に
重
点
を
置
く
つ
も
り
だ

）
（（
（

。

一
九
四
二
年
九
月
二
五
日
の
ラ
ン
グ
の
メ
モ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
に
シ
ナ
リ
オ
最
終
稿
が
出
来
上
が
っ
た
と
し
て
い
る
。
一
方
ブ
レ
ヒ
ト
と
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー

は
、
台
本
は
仕
上
が
っ
て
い
な
い
と
考
え
、「
理
想
台
本
」
の
完
成
に
向
け
て
努
力
し
て
い
た
。
だ
が
財
政
的
な
理
由
か
ら
、
映
画
の
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
を
予
定
よ

り
早
め
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
時
点
で
出
来
上
が
っ
た
も
の
を
最
終
稿
と
し
て
ラ
ン
グ
に
提
出
し
て
し
ま
っ
た
。
ブ
レ
ヒ
ト
は
一
〇
月
五
日
の
『
作
業

日
誌
』
で
、「
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
を
も
う
〈
理
想
台
本
〉
の
仕
事
に
駆
り
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
嘆
き
、
ま
だ
七
〇
ペ
ー
ジ
し
か
い
っ
て
い
な
い
台
本
作
業

の
中
止
を
惜
し
ん
で
い
る

）
（（
（

。
一
〇
月
六
日
に
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
は
短
い
手
紙
を
添
え
て
台
本
を
渡
し
て
い
る
。「
こ
こ
に
シ
ナ
リ
オ
の
最
初
の
完
成
し
た
六
〇
ペ
ー

ジ
分
を
同
封
し
ま
す
。
い
く
つ
か
の
場
面
に
対
し
て
提
案
が
あ
っ
た
訂
正
部
分
に
つ
い
て
は
書
き
直
し
て
い
ま
す
。
ベ
ル
ト
・
ブ
レ
ヒ
ト
と
私
は
、
こ
の
台
本
が
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非
常
に
役
に
立
つ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
す
べ
て
の
場
面
、
登
場
人
物
に
対
し
て
入
念
な
検
討
を
加
え
ま
し
た
か
ら
」

）
（（
（

。
ペ
ー
ジ
数
に
若
干
の
違
い
は

あ
る
も
の
の
こ
の
時
点
で
、
二
人
の
作
業
が
一
区
切
り
つ
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ラ
ン
グ
は
一
九
六
七
年
の
未
公
開
書
簡
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。「
元
の
原
稿
は
三
〇
〇
ペ
ー
ジ
近
く
あ
り
、
二
人
の
作
家
の
了
承
を
得
て
、

私
が
必
要
な
短
縮
を
（
そ
う
で
な
い
と
映
画
は
三
時
間
を
越
え
、
一
九
四
二
年
、
四
三
年
当
時
は
不
可
能
だ
っ
た
）、
自
身
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
」

）
（（
（

。
当
時
こ
の

種
の
シ
ナ
リ
オ
は
一
二
〇
か
ら
一
五
〇
ペ
ー
ジ
程
度
の
も
の
が
ふ
つ
う
だ
っ
た
が
、
ブ
レ
ヒ
ト
と
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
が
書
き
上
げ
た
も
の
は
二
八
〇
ペ
ー
ジ
あ
っ

た
。
ラ
ン
グ
は
こ
の
台
本
を
大
幅
に
削
り
一
九
二
ペ
ー
ジ
の
も
の
に
改
訂
し
て
い
る
。
彼
は
シ
ナ
リ
オ
を
短
く
す
る
た
め
に
、
ブ
レ
ヒ
ト
と
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
に
は

知
ら
せ
ず
、
グ
ン
ツ
ベ
ル
ク
（M

ilton L. Gunzberg

）
を
雇
い
入
れ
た
。
一
時
期
、
ラ
ン
グ
と
グ
ン
ツ
ベ
ル
ク
の
短
縮
班
と
、
ブ
レ
ヒ
ト
、
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
の

「
理
想
台
本
」
作
成
班
が
平
行
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
や
が
て
ラ
ン
グ
は
グ
ン
ツ
ベ
ル
ク
の
代
わ
り
に
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
を
作
業
に
加
わ
ら
せ
、
最
終

的
に
は
さ
ら
に
七
〇
ペ
ー
ジ
、
五
〇
カ
ッ
ト
分
の
短
縮
を
行
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
ブ
レ
ヒ
ト
は
映
画
の
仕
事
か
ら
距
離
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
。
ラ
ン
グ
の
ほ

う
が
も
う
仕
事
は
済
ん
だ
と
し
て
、
ブ
レ
ヒ
ト
を
遠
ざ
け
た
と
言
う
の
が
真
相
か
も
し
れ
な
い
。
ブ
レ
ヒ
ト
は
四
二
年
一
〇
月
一
六
日
の
『
作
業
日
誌
』
で
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
と
私
は
、『
人
民
を
信
ぜ
よ
』（
わ
れ
わ
れ
が
つ
け
た
タ
イ
ト
ル
）
の
シ
ナ
リ
オ
の
仕
事
に
〈
誠
心
誠
意
〉
か
か
っ
て
い
る
。
今
ク
ラ
ン
ク

イ
ン
を
前
に
し
て
、
ラ
ン
グ
は
哀
れ
な
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
を
自
分
の
事
務
所
に
引
き
ず
り
込
み
、
締
め
切
っ
た
ド
ア
の
向
こ
う
で
、『
俺
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画

を
作
る
。
民
衆
の
シ
ー
ン
な
ん
か
く
そ
食
ら
え
だ
』
と
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
相
手
に
怒
鳴
り
つ
け
て
い
る
［
…
］
彼
は
独
裁
者
然
と
し
た
ベ
テ
ラ
ン
映
画
人
み
た

い
な
態
度
で
、
ボ
ス
机
に
座
り
［
…
］〈
驚
き
の
展
開
〉
や
ち
ょ
っ
と
し
た
サ
ス
ペ
ン
ス
、
い
か
が
わ
し
い
感
傷
や
あ
り
そ
う
も
な
い
こ
と
を
か
き
集
め
、

大
当
た
り
映
画
の
〈
ラ
イ
セ
ン
ス
〉
を
手
に
入
れ
る

）
（（
（

。

こ
う
し
て
四
ヶ
月
足
ら
ず
で
シ
ナ
リ
オ
が
で
き
、
一
九
四
二
年
一
〇
月
か
ら
一
二
月
ま
で
撮
影
が
行
わ
れ
た
。
一
九
四
二
年
一
二
月
、
映
画
製
作
の
最
後
の
段

階
で
、
ハ
ン
ス･

ア
イ
ス
ラ
ー
が
『
死
刑
執
行
人
も
ま
た
死
す
』
の
音
楽
の
作
曲
に
入
っ
た
。
こ
の
映
画
の
い
わ
ば
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
は
『
ノ
ー
・
サ
レ
ン
ダ
ー
』

N
o Surrender

で
、
人
質
に
よ
っ
て
闘
争
歌
と
し
て
歌
わ
れ
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
も
流
れ
る
。
も
と
に
な
っ
た
テ
ク
ス
ト
は
ブ
レ
ヒ
ト
の
詩
『
兄
弟
よ
、
時
は
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来
た
れ
り
』
で
、
別
名
を
『
リ
デ
ィ
ー
ツ
ェ
の
歌
』D

as Lidicelied

と
い
う
。
一
九
四
二
年
一
二
月
に
映
画
『
人
民
を
信
ぜ
よ
』（
ブ
レ
ヒ
ト
は
こ
の
映
画
を
こ

う
名
づ
け
よ
う
と
し
て
い
た
）
の
た
め
に
書
か
れ
た
。
リ
デ
ィ
ー
ツ
ェ
は
プ
ラ
ハ
郊
外
の
村
で
、
ハ
イ
ド
リ
ヒ
暗
殺
後
、
ナ
チ
ス
の
報
復
に
よ
り
村
の
男
性
全
員

が
処
刑
さ
れ
、
女
性
は
強
制
収
容
所
送
り
に
な
っ
た
。
詩
は
８
行
、
２
連
か
ら
な
る
が
、
最
初
の
連
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

兄
弟
よ
、
と
き
は
来
た
れ
り
、

兄
弟
よ
、
戦
い
に
備
え
よ

目
に
見
え
な
い
旗
を
手
渡
し
て
い
け
！

生
き
て
い
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
死
ん
で
も

同
志
よ
、
や
つ
ら
に
屈
す
る
な
。

き
ょ
う
敗
れ
て
、
奴
隷
に
な
ら
ん
と
も

戦
争
は
最
後
の
戦
闘
ま
で
は
終
わ
ら
な
い

戦
争
は
最
後
の
戦
闘
の
前
に
は
終
わ
ら
な
い
。

）
（（
（

ア
メ
リ
カ
で
誕
生
し
た
こ
の
プ
ロ
テ
ス
ト
抒
情
詩
は
、
文
体
や
リ
ズ
ム
が
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
時
代
や
亡
命
初
期
の
革
命
的
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
抒
情
詩
と
結

び
つ
い
て
い
る
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
に
こ
の
よ
う
な
歌
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
驚
き
だ
が
、
ア
イ
ス
ラ
ー
が
作
曲
に
あ
た
っ
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
歌
（K

.I.

）
の

メ
ロ
デ
ィ
を
ひ
そ
か
に
忍
び
込
ま
せ
て
い
る
の
も
注
目
に
値
す
る

）
（（
（

。
ラ
ン
グ
は
こ
の
歌
の
翻
訳
の
た
め
に
「
ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー
ド
作
詞
家
」
の
サ
ム
・
コ
ス
ロ
ー
を

連
れ
て
き
た
。
だ
が
ブ
レ
ヒ
ト
は
彼
の
英
語
訳
に
納
得
せ
ず
、「
五
〇
〇
ド
ル
で
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
く
だ
ら
な
い
も
の
」

）
（（
（

を
作
り
上
げ
た
と
酷
評
し
て
い
る
。

こ
の
歌
は
次
の
よ
う
な
四
行
詩
に
短
縮
さ
れ
、
最
後
に
「
ノ
ー
・
サ
レ
ン
ダ
ー
」
が
２
回
繰
り
返
さ
れ
る
。“Brother Patriot / T

he tim
e has com

e. / 

Brother Patriot, there is w
ork to be done. / Raise the invisible torch and pass it along.

” 

ブ
レ
ヒ
ト
は
「
同
志
」（Genosse

）
と
い
う
語
が
削
ら

れ
た
こ
と
と
、「
目
に
見
え
な
い
旗
」（die unsichtbare Fahne

）
が
「
目
に
見
え
な
い
た
い
ま
つ
」（the invisible torch

）
に
変
え
ら
れ
た
こ
と
に
腹
を
立

て
て
い
る

）
（（
（

。
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確
か
に
「
ブ
レ
ヒ
ト
の
詩
の
意
味
は
弱
め
ら
れ
た
」

）
（（
（

か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
ア
ー
サ
ー
・
グ
ト
マ
ン
指
揮
の
ハ
ン
ス
・
ア
イ
ス
ラ
ー
の
音
楽
は
力
強
く
、
歌

「
ノ
ー
・
サ
レ
ン
ダ
ー
」
は
観
客
を
熱
狂
さ
せ
た
。
弦
楽
器
と
ホ
ル
ン
に
よ
っ
て
奏
で
ら
れ
る
、
指
導
者
デ
デ
ィ
ッ
チ
の
死
を
悲
し
む
葬
送
曲
も
、
旋
律
面
で

は
っ
き
り
と
頌
歌
の
出
だ
し
を
連
想
さ
せ
、
心
に
染
み
入
る
。
映
画
『
ク
ー
レ
・
ヴ
ァ
ン
ペ
』
で
、
三
千
人
の
労
働
者
が
ス
タ
ジ
ア
ム
で
大
合
唱
す
る
『
連
帯
の

歌
』
と
は
ま
た
違
い
、
哀
愁
と
力
強
い
決
意
が
な
い
交
ぜ
に
な
っ
た
ア
イ
ス
ラ
ー
ら
し
い
メ
ロ
デ
ィ
で
、
ブ
レ
ヒ
ト
と
の
共
作
で
し
か
成
り
立
ち
得
な
い
も
の

だ
。
ア
イ
ス
ラ
ー
の
音
楽
は
大
き
な
効
果
を
収
め
、
―
―
残
念
な
が
ら
賞
に
は
届
か
な
か
っ
た
が
―
―
一
九
四
三
年
度
の
最
優
秀
音
楽
と
し
て
オ
ス
カ
ー
に
も
ノ

ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た

）
（（
（

。

一
九
四
三
年
初
め
に
音
楽
の
収
録
も
含
め
、
こ
の
映
画
は
す
べ
て
完
成
し
た
。『
静
か
な
町
』Silent City

『
４
３
７
!!
人
質
映
画
』、『
降
伏
す
る
こ
と
な
か

れ
』、『
征
服
さ
れ
ざ
る
も
の
』U

nconquered

『
プ
ラ
ハ
の
人
質
』T

he H
ostage of Prague

『
人
民
を
信
ぜ
よ
』、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
ト
ル
で
こ
の
映
画
は
呼

ば
れ
、
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
最
終
的
な
タ
イ
ト
ル
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
封
切
り
前
に
新
し
い
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
る
た
め
、
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
プ
レ
ス
バ
ー
ガ
ー
と
ラ
ン
グ
は
映
画
ス
タ
ジ
オ
で
タ
イ
ト
ル
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
し
た
。
一
等
で
百
ド
ル
を
得
た
の
は
一
人
の
女
性
秘
書
で
、『
死
刑
執
行

人
も
ま
た
死
す
』H

angm
en A

lso D
ie
が
選
ば
れ
た

）
（（
（

。
三
月
二
六
日
、
映
画
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
映
画
館
「
キ
ャ
ピ
ト
ル
」
で
封
切
ら
れ
た
。
暗
殺
か
ら
ち
ょ

う
ど
一
〇
ヶ
月
の
、
超
ス
ピ
ー
ド
完
成
だ
っ
た
。

３
・
２　

映
画
の
展
開

完
成
さ
れ
た
完
全
版
『
死
刑
執
行
人
も
ま
た
死
す
』
は
二
時
間
一
五
分
の
モ
ノ
ク
ロ
画
面
で
、
日
本
で
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
画
面
を
も
と
に
ス
ト
ー

リ
ー
を
追
っ
て
み
よ
う
。

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
ド
イ
ツ
占
領
下
の
プ
ラ
ハ
。
ナ
チ
ス
の
将
校
は
、
弾
薬
工
場
の
生
産
が
労
働
者
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
に
よ
っ
て
低
下
し
て
い
る
と
報
告

し
、
チ
ェ
コ
の
役
人
を
叱
責
す
る
。
こ
の
あ
と
に
死
刑
執
行
人
の
異
名
を
取
る
ナ
チ
ス
の
司
令
官
で
、
ボ
ヘ
ミ
ア
、
モ
ラ
ビ
ア
総
督
の
ハ
イ
ド
リ
ヒ
が
登
場
す

る
。
彼
は
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
が
な
く
な
ら
な
い
の
な
ら
処
刑
の
ペ
ー
ス
を
上
げ
る
と
脅
す
が
、
そ
の
直
後
に
チ
ェ
コ
の
地
下
組
織
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
暗
殺
さ

れ
る
。
暗
殺
の
実
行
犯
は
医
師
ス
ヴ
ォ
ボ
ダ
（
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ド
ン
レ
ヴ
ィ
）
で
、
逃
走
を
図
ろ
う
と
す
る
が
待
た
せ
て
お
い
た
タ
ク
シ
ー
が
見
当
た
ら
な
い
。
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タ
ク
シ
ー
運
転
手
を
装
っ
た
同
志
が
ナ
チ
ス
に
連
行
さ
れ
、
逃
げ
場
を
失
う
が
、
た
ま
た
ま
野
菜
を
買
い
に
来
て
い
た
マ
ー
シ
ャ
・
ノ
ヴ
ォ
ト
ニ
ー
（
ア
ン
ナ
・

リ
ー
）
の
機
転
で
助
け
ら
れ
る
。

逃
走
す
る
ス
ヴ
ォ
ボ
ダ
は
マ
ー
シ
ャ
の
家
に
カ
ー
ル
・
ヴ
ァ
ネ
ク
と
い
う
偽
名
で
訪
れ
、
か
く
ま
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
む
。
彼
女
の
父
の
ノ
ヴ
ォ
ト
ニ
ー
教

授
（
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ブ
レ
ナ
ン
）
は
一
五
年
前
ま
で
政
治
活
動
を
し
て
い
た
か
つ
て
の
闘
士
で
、
一
目
で
ス
ヴ
ォ
ボ
ダ
が
実
行
犯
だ
と
わ
か
る
が
、
家
族
に
勇
気

を
出
し
て
沈
黙
を
貫
け
と
諭
す
。
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
は
目
撃
者
の
証
言
を
求
め
、
民
衆
を
人
質
に
取
っ
て
、
暗
殺
犯
が
捕
ま
ら
な
い
う
ち
は
毎
日
処
刑
を
続
け
る
と
宣

言
す
る
。
ノ
ヴ
ォ
ト
ニ
ー
教
授
も
人
質
と
し
て
連
行
さ
れ
る
。
ス
ヴ
ォ
ボ
ダ
は
人
質
を
救
う
た
め
自
首
す
る
こ
と
を
考
え
る
が
、
地
下
運
動
の
指
導
者
で
あ
る
デ

デ
ィ
ッ
チ
に
止
め
ら
れ
、
祖
国
へ
の
愛
と
抵
抗
運
動
の
必
要
性
を
喚
起
さ
れ
る
。

マ
ー
シ
ャ
は
父
親
と
他
の
人
質
を
救
う
た
め
に
ス
ヴ
ォ
ボ
ダ
に
自
首
す
る
よ
う
に
頼
む
。
彼
が
こ
れ
を
拒
否
し
た
の
で
、
マ
ー
シ
ャ
は
彼
を
訴
え
る
た
め
、
ゲ

シ
ュ
タ
ポ
の
本
部
に
向
か
う
。
し
か
し
途
中
で
民
衆
に
取
り
囲
ま
れ
、
ナ
チ
ス
の
協
力
者
と
し
て
罵
倒
さ
れ
た
彼
女
は
、
思
い
直
し
て
父
親
の
救
助
だ
け
を
ゲ

シ
ュ
タ
ポ
に
嘆
願
す
る
。
対
応
し
た
拷
問
担
当
の
リ
タ
ー
警
部
（
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
・
シ
ュ
ン
ツ
ェ
ル
）
か
ら
彼
女
は
疑
惑
を
受
け
、
逮
捕
さ
れ
る
。
獄
房
で
八
百

屋
の
お
か
み
が
自
分
を
守
る
た
め
に
沈
黙
を
貫
き
、
死
ん
で
い
く
さ
ま
を
見
て
、
マ
ー
シ
ャ
は
次
第
に
反
ナ
チ
の
運
動
家
と
し
て
の
立
場
を
確
立
し
て
い
く
。

釈
放
後
も
彼
女
は
常
時
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
の
監
視
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
主
要
な
敵
は
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
の
グ
ル
ー
バ
ー
警
部
（
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー･

グ
ラ
ー
ナ

ハ
）
で
、
公
然
と
姿
を
現
し
た
ス
ヴ
ォ
ボ
ダ
医
師
を
犯
人
と
推
定
し
、
執
拗
な
尾
行
を
す
る
。
マ
ー
シ
ャ
に
は
二
週
間
後
に
結
婚
す
る
ヤ
ン
・
ホ
ー
レ
ク
と
い
う

婚
約
者
が
い
る
が
、
彼
に
は
真
実
を
明
か
さ
ず
、
ス
ヴ
ォ
ボ
ダ
と
愛
の
場
面
を
演
じ
て
彼
の
一
味
を
守
る
。
収
容
所
で
は
毎
日
、
処
刑
が
続
け
ら
れ
、
マ
ー
シ
ャ

も
父
親
が
処
刑
さ
れ
る
と
聞
き
、
収
容
所
を
訪
れ
る
。
人
質
の
中
に
は
ナ
チ
ス
に
協
力
し
、
ラ
ジ
オ
放
送
で
暗
殺
犯
に
自
首
を
求
め
る
演
説
を
す
る
者
も
出
て
く

る
。
し
か
し
ほ
と
ん
ど
が
抵
抗
グ
ル
ー
プ
と
連
帯
し
、「
ノ
ー･
サ
レ
ン
ダ
ー
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
団
結
す
る
。

エ
ミ
ー
ル
・
チ
ャ
カ
（
ジ
ー
ン
・
ロ
ッ
ク
ハ
ー
ト
）
は
裕
福
な
ビ
ー
ル
醸
造
業
者
で
あ
る
が
、
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
の
命
を
受
け
て
、
ス
パ
イ
と
し
て
地
下
運
動
に
も

ぐ
り
こ
ん
で
い
る
。
チ
ャ
カ
に
疑
い
を
抱
く
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
闘
士
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ド
イ
ツ
語
の
ジ
ョ
ー
ク
を
言
い
、
ド
イ
ツ
語
が
わ
か
ら
な
い
は
ず
の

チ
ャ
カ
が
笑
い
出
し
た
の
を
見
て
、
正
体
を
見
破
る
。
だ
が
あ
ら
か
じ
め
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
に
身
の
安
全
を
確
保
す
る
よ
う
に
頼
ん
で
い
た
チ
ャ
カ
は
逃
げ
お
お
せ
、

踏
み
込
ん
だ
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
の
銃
撃
を
受
け
た
リ
ー
ダ
ー
の
デ
デ
ィ
ッ
チ
は
深
い
傷
を
負
う
。
ス
ヴ
ォ
ボ
ダ
の
家
に
逃
げ
込
ん
だ
デ
デ
ィ
ッ
チ
だ
が
、
す
ぐ
に
グ

ル
ー
バ
ー
警
部
に
踏
み
込
ま
れ
る
。
警
部
は
半
裸
の
マ
ー
シ
ャ
を
ス
ヴ
ォ
ボ
ダ
の
寝
室
に
見
つ
け
る
。
再
び
愛
の
場
面
を
マ
ー
シ
ャ
は
演
じ
ぬ
き
、
決
死
の
思
い
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で
グ
ル
ー
バ
ー
を
騙
そ
う
と
試
み
る
。
グ
ル
ー
バ
ー
は
マ
ー
シ
ャ
の
婚
約
者
の
ヤ
ン
を
呼
び
出
し
、
マ
ー
シ
ャ
と
対
面
さ
せ
て
真
実
を
探
ろ
う
と
す
る
が
失
敗
す

る
。
臨
終
の
床
で
デ
デ
ィ
ッ
チ
は
マ
ー
シ
ャ
に
ス
ヴ
ォ
ボ
ダ
と
協
力
し
、
父
親
を
始
め
と
す
る
す
べ
て
の
人
質
を
救
う
た
め
に
大
芝
居
を
打
つ
よ
う
に
呼
び
か
け

る
。
チ
ャ
カ
を
暗
殺
犯
に
仕
立
て
上
げ
、
そ
れ
に
よ
り
人
質
の
解
放
を
勝
ち
取
ろ
う
と
い
う
の
だ
。

レ
ス
ト
ラ
ン
で
マ
ー
シ
ャ
は
チ
ャ
カ
が
暗
殺
の
実
行
犯
で
あ
る
と
訴
え
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
偽
造
さ
れ
た
証
拠
と
、
次
々
に
加
わ
る
民
衆
各
階
層
か
ら
の
証
言
に

よ
っ
て
、
マ
ー
シ
ャ
の
告
発
は
次
第
に
真
実
味
を
帯
び
て
く
る
。
ヤ
ン
を
飲
み
屋
に
誘
い
、
酔
い
つ
ぶ
れ
た
グ
ル
ー
バ
ー
は
ヤ
ン
の
偶
然
の
発
言
に
よ
り
、
マ
ー

シ
ャ
と
ス
ヴ
ォ
ボ
ダ
の
愛
の
場
面
が
作
り
物
だ
と
わ
か
る
。
ヤ
ン
を
ベ
ッ
ド
に
縛
り
つ
け
、
グ
ル
ー
バ
ー
は
ス
ヴ
ォ
ボ
ダ
の
病
院
に
向
か
う
。
マ
ー
シ
ャ
の
弟

ベ
ー
ダ
が
ヤ
ン
を
発
見
し
、
救
い
出
す
。
グ
ル
ー
バ
ー
を
追
っ
て
ヤ
ン
も
病
院
に
向
か
い
、
ス
ヴ
ォ
ボ
ダ
が
グ
ル
ー
バ
ー
に
逮
捕
さ
れ
る
寸
前
に
到
着
す
る
。
彼

ら
は
グ
ル
ー
バ
ー
に
シ
ー
ツ
の
山
を
か
ぶ
せ
、
窒
息
死
さ
せ
る
。

チ
ャ
カ
の
別
荘
で
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
は
グ
ル
ー
バ
ー
の
遺
体
を
発
見
す
る
。
そ
こ
に
置
か
れ
た
ハ
イ
ド
リ
ヒ
を
射
殺
し
た
ピ
ス
ト
ル
、
印
刷
機
や
ビ
ラ
（
こ
れ
ら
は

す
べ
て
抵
抗
グ
ル
ー
プ
が
持
ち
込
ん
だ
も
の
）、
チ
ャ
カ
が
グ
ル
ー
バ
ー
を
買
収
し
よ
う
と
し
て
発
行
し
た
グ
ル
ー
バ
ー
へ
の
小
切
手
な
ど
か
ら
チ
ャ
カ
は
逮
捕

さ
れ
、
連
行
さ
れ
る
。
途
中
で
釈
放
を
告
げ
ら
れ
、
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
の
車
か
ら
降
ろ
さ
れ
る
が
、「
逃
走
」
中
に
射
殺
さ
れ
る
。
人
質
の
処
刑
は
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
続
け
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
は
ノ
ヴ
ォ
ト
ニ
ー
教
授
も
含
ま
れ
て
い
た
。
獄
中
で
歌
わ
れ
た
闘
争
歌
が
静
か
に
、
だ
が
力
強
く
歌
わ
れ
る
中
、
射
殺
さ
れ
た
人

質
の
集
団
葬
儀
が
行
わ
れ
る
。
最
後
に
ベ
ル
リ
ン
の
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
の
長
官
よ
り
、
チ
ャ
カ
を
犯
人
と
認
定
し
、
人
質
の
射
殺
を
や
め
、
事
件
に
幕
を
下
ろ
す
よ
う

に
指
示
が
下
る
。
民
衆
の
連
帯
と
抵
抗
が
勝
利
し
た
こ
と
を
見
せ
て
、
映
画
は
終
わ
る
。

映
画
の
シ
ナ
リ
オ
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
、
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
に
極
め
て
忠
実
に
作
ら
れ
て
い
る
。
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
最

終
場
面
で
あ
ろ
う
。
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
で
は
、「
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
の
テ
ロ
行
為
は
終
わ
り
を
告
げ
、
人
質
は
釈
放
さ
れ
」、「
収
容
所
か
ら
家
に
戻
っ
て
く
る
ノ
ヴ
ォ
ト

ニ
ー
教
授
を
家
族
と
多
く
の
人
た
ち
が
路
上
で
迎
え
る
」

）
（（
（

と
い
う
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
に
な
っ
て
い
る
。
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
で
も
、「
自
由
の
歌
が
高
ら
か
に
響
き

渡
る
中
、
プ
ラ
ハ
の
通
り
を
自
由
の
戦
士
で
あ
る
人
質
た
ち
が
、
静
か
に
、
勝
ち
誇
っ
て
、
凱
旋
帰
宅
す
る
」

）
（（
（

と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
い
る
。
チ
ャ
カ
の
射
殺
後
も

人
質
の
処
刑
は
行
わ
れ
、
ノ
ヴ
ォ
ト
ニ
ー
教
授
の
銃
殺
に
続
き
、
多
く
の
人
質
が
銃
弾
に
倒
れ
る
映
画
（
の
シ
ナ
リ
オ
）
と
は
だ
い
ぶ
違
う
。
並
ん
だ
死
体
を
見

せ
、
最
後
、
墓
地
で
の
集
団
葬
儀
で
終
わ
ら
せ
る
筋
の
運
び
は
、
お
そ
ら
く
ラ
ン
グ
監
督
の
指
示
で
あ
ろ
う
。
チ
ャ
カ
は
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
で
は
、
逃
亡
を
企
て
、
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教
会
に
逃
げ
込
ん
だ
と
こ
ろ
を
見
つ
け
ら
れ
射
殺
さ
れ
る
が
、
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
で
は
、
ま
ず
釈
放
し
、
そ
の
後
「
逃
走
」
を
理
由
に
射
殺
す
る
と
い
う
映
画
の

シ
ナ
リ
オ
と
同
じ
処
理
に
な
っ
て
い
る
。

ゲ
シ
ュ
タ
ポ
自
体
は
チ
ャ
カ
が
ハ
イ
ド
リ
ヒ
の
暗
殺
犯
だ
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
同
時
に
プ
ラ
ハ
市
民
の
固
い
沈
黙
を
破
れ
る
と
も
思
っ
て
い
な
か
っ

た
。
四
三
七
人
の
人
質
を
殺
し
た
あ
と
で
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
の
無
力
さ
を
告
白
す
べ
き
な
の
か
？　

体
面
を
保
つ
た
め
と
、
敗
戦
よ
り
も
決
着
の
つ
か
な
い
戦
い
の
ほ

う
が
ま
し
だ
と
い
う
考
え
か
ら
、
事
件
に
幕
が
引
か
れ
た
。
こ
う
し
た
収
拾
の
仕
方
は
シ
ナ
リ
オ
の
最
終
段
階
で
出
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
何
年
も
た
っ
て

か
ら
パ
リ
で
こ
の
映
画
を
も
う
一
度
見
た
ラ
ン
グ
は
、「
プ
ラ
ハ
へ
の
フ
ァ
シ
ス
ト
の
侵
入
に
対
し
て
チ
ェ
コ
国
民
が
一
丸
と
な
っ
た
闘
い
を
示
し
、
タ
イ
ト
ル

『
ま
だ
終
わ
っ
て
は
い
な
い
』（D

as ist nicht das Ende

）
で
終
わ
る
こ
の
映
画
は
、
予
言
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
」

）
（（
（

と
語
っ
て
い

る
。
世
界
か
ら
侵
略
と
戦
争
は
消
え
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

３
・
３　

ブ
レ
ヒ
ト
的
な
も
の

映
画
が
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、
仕
事
が
撮
影
現
場
に
移
っ
て
い
く
と
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
次
第
に
集
団
創
作
の
輪
か
ら
外
れ
て
い
く
の
を
実
感
し
て
い
た
。
多
く
の

優
秀
な
映
画
監
督
同
様
、
ラ
ン
グ
も
「
シ
ナ
リ
オ
を
聖
な
る
書
と
は
考
え
ず
、
指
針
と
し
て
し
か
見
て
い
な
い
」

）
（（
（

こ
と
に
ブ
レ
ヒ
ト
は
幻
滅
し
た
。
逆
に
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
プ
レ
ス
バ
ー
ガ
ー
や
監
督
の
ラ
ン
グ
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
映
画
の
現
場
を
知
ら
な
い
、
完
璧
主
義
の
作
家
さ
ん
で
、
次
第
に
疎
ま

し
い
存
在
に
な
っ
て
い
っ
た
。
事
件
は
映
画
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
一
九
四
三
年
一
月
に
起
こ
っ
た
。
一
月
二
一
日
の
『
作
業
日
誌
』
に
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

プ
レ
ス
バ
ー
ガ
ー
も
ラ
ン
グ
も
、
私
が
書
い
た
シ
ナ
リ
オ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
く
れ
な
い
の
で
―
―
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
が
反
対
し
た
か
ら
だ
が
―
―
シ
ナ
リ
オ
作

家
協
会
に
電
話
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
は
今
、
何
十
キ
ロ
も
あ
る
原
稿
の
山
を
前
に
し
て
座
り
、
私
と
は
話
を
し
た
こ
と
も
な
い
と
い

う
。
こ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
映
画
の
仕
事
に
あ
り
つ
け
る
か
も
し
れ
な
い
の
に

）
（（
（

。

ブ
レ
ヒ
ト
は
こ
こ
で
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
を
英
語
的
な
意
味
、
つ
ま
り
「
著
作
権
」
の
意
味
で
使
っ
て
い
る
の
だ
が
、
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
が
自
分
の
名
前
だ
け
を
脚
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本
家
と
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
出
そ
う
と
し
た
た
め
大
き
な
争
い
と
な
っ
た
。
著
作
権
を
め
ぐ
る
二
人
の
「
作
家
」
の
争
い
は
裁
判
に
発
展
し
、
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
が

勝
訴
し
た
。
こ
の
裁
判
の
様
子
は
ラ
ン
グ
の
二
通
の
私
信
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
六
六
年
、
マ
イ
セ
ン
の
映
画
ク
ラ
ブ
の
代
表
、
ア
ル
ビ
ン
・
ペ
ッ

チ
ュ
が
『
死
刑
執
行
人
も
ま
た
死
す
』
の
上
映
許
可
を
ラ
ン
グ
に
求
め
、
そ
の
際
に
こ
の
映
画
の
成
立
史
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を
発
し
、
そ
れ
に
答
え
る

形
で
ラ
ン
グ
が
回
想
し
て
い
る
か
ら
だ
。
一
通
目
は
八
月
二
二
日
の
ペ
ッ
チ
ュ
へ
の
返
信
で
一
九
六
六
年
一
一
月
五
日
付
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
ブ
レ
ヒ

ト
が
シ
ナ
リ
オ
作
成
に
だ
け
か
か
わ
り
、
演
出
に
は
一
切
タ
ッ
チ
し
て
い
な
い
」
と
し
、「
今
で
も
ブ
レ
ヒ
ト
と
の
シ
ナ
リ
オ
作
業
や
シ
ナ
リ
オ
の
前
作
業
に
あ

た
る
ス
ト
ー
リ
ー
作
り
は
私
の
映
画
活
動
の
中
で
も
っ
と
も
喜
ば
し
い
思
い
出
で
す
」

）
（（
（

と
語
っ
て
い
る
。
重
要
な
の
は
一
九
六
七
年
三
月
二
一
日
付
の
ペ
ッ
チ
ュ

宛
の
ラ
ン
グ
の
手
紙
で
あ
る
。「
映
画
の
ア
イ
デ
ア
は
す
べ
て
自
分
か
ら
出
た
も
の
で
あ
り
、
ラ
ン
グ
の
ほ
う
か
ら
ブ
レ
ヒ
ト
に
話
を
持
ち
か
け
た
」
と
い
う
出

発
点
か
ら
、「
英
語
が
ま
っ
た
く
だ
め
な
ブ
レ
ヒ
ト
の
た
め
に
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
を
雇
っ
た
」
こ
と
な
ど
が
最
初
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
い
て
裁
判
に
関
す

る
記
述
が
始
ま
る
。

　

ブ
レ
ヒ
ト
と
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
は
、
最
初
は
極
め
て
良
好
な
関
係
に
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
シ
ナ
リ
オ
が
完
成
し
た
後
、
シ
ナ
リ
オ
の
著
作
者
を
誰
に
す

る
か
と
い
う
問
題
が
持
ち
上
が
り
、
二
人
の
間
で
大
き
な
争
い
と
な
っ
た
の
で
す
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
は
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
の
場
合
い
つ
も
そ
う
な
の
で
す

が
、
係
争
の
調
停
の
た
め
ア
メ
リ
カ
シ
ナ
リ
オ
作
家
協
会
の
裁
判
に
両
サ
イ
ド
か
ら
証
人
が
召
喚
さ
れ
ま
し
た
。
ハ
ン
ス
・
ア
イ
ス
ラ
ー
（
共
産
主
義
者
）

と
私
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
側
に
立
っ
て
証
言
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
が
シ
ナ
リ
オ
の
た
だ
一
人
の
作
者
と
し
て
認
め
ら
れ
た

の
で
す
。
判
決
が
い
か
に
不
当
で
、
ま
っ
た
く
ば
か
げ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
文
体
を
知
る
者
な
ら
、
シ
ナ
リ
オ
の
数
シ
ー
ン
を
読
ん
だ
だ

け
で
明
ら
か
で
し
ょ
う
。［
…
］
こ
の
奇
妙
な
裁
判
の
判
決
理
由
は
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
戦
争
が
終
わ
れ
ば
い
ず
れ
ド
イ
ツ
に
帰
る
人
だ
か
ら
、
ブ
レ
ヒ
ト
よ
り

ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
の
ほ
う
が
単
独
著
作
権
を
必
要
と
す
る
は
ず
だ
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。

）
（（
（

一
九
四
三
年
一
月
に
行
わ
れ
た
シ
ナ
リ
オ
作
家
協
会
の
調
停
裁
判
で
ブ
レ
ヒ
ト
が
主
張
し
た
の
は
、
こ
の
映
画
成
立
に
対
す
る
ブ
レ
ヒ
ト
の
多
大
な
寄
与
だ
っ

た
。
だ
が
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
は
嘘
の
供
述
に
よ
り
、
唯
一
の
作
者
と
し
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
判
決
の
決
め
手
と
な
っ
た
の
は
、
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
が
提
示

し
た
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
だ
っ
た
。
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
は
す
で
に
ラ
ン
グ
と
ブ
レ
ヒ
ト
に
よ
っ
て
七
月
一
六
日
に
完
成
し
て
い
た
が
、
受
け
取
っ
た
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
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が
自
分
の
名
前
を
入
れ
て
、
自
分
の
作
品
と
し
て
提
出
し
た
可
能
性
が
高
い
。
協
会
の
判
決
理
由
を
記
し
た
決
定
通
知
に
は
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。（
ウ
ェ

ク
ス
リ
ー
の
？
）「
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
に
は
シ
ナ
リ
オ
の
構
造
の
約
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ふ
つ
う
原
案
と
し
て
考
え
ら
れ
る
範
囲
を
大
幅
に
超

え
て
い
る
」

）
（（
（

。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
ブ
レ
ヒ
ト
と
ラ
ン
グ
に
向
け
て
言
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
と
最
終
的
な
シ
ナ
リ
オ
を
比
較
し
た

ラ
イ
ア
ン
は
、
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
が
ブ
レ
ヒ
ト
と
ラ
ン
グ
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
事
実
を
踏
ま
え
、
同
じ
根
拠
で
判
決
を
逆
転
さ
せ
て
い
る
。「
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
が

『
死
刑
執
行
人
も
ま
た
死
す
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
の
決
定
に
ほ
と
ん
ど
何
の
参
与
も
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
控
え
め
に
見
積
も
っ
て
も
、
少
な
く

と
も
シ
ナ
リ
オ
の
筋
の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
要
素
は
『
降
伏
す
る
こ
と
な
か
れ
』
に
含
ま
れ
て
い
る
」

）
（（
（

か
ら
だ
。

ブ
レ
ヒ
ト
と
の
作
業
で
、
英
語
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
シ
ナ
リ
オ
の
形
に
直
す
こ
と
が
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
の
主
な
仕
事
だ
っ
た
。
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
従
っ
た
シ
ナ

リ
オ
は
彼
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。
カ
メ
ラ
の
指
示
や
カ
ッ
ト
割
り
、
カ
ッ
ト
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
や
必
要
に
応
じ
て
並
べ
替
え
た
り
す
る
こ
と
も
、
ラ
ン
グ
の
指
示

を
仰
ぎ
な
が
ら
彼
が
し
た
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
ブ
レ
ヒ
ト
の
場
面
を
い
く
つ
か
削
除
し
た
り
、
ア
メ
リ
カ
の
観
客
に
受
け
そ
う
な
言
葉
や
ア
イ
デ
ア
を
導
入

し
た
り
す
る
仕
事
も
彼
は
し
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
技
術
上
の
処
理
で
あ
っ
て
、
シ
ナ
リ
オ
の
内
容
的
、
言
語
的
な
も
の
は
、
先
に
述
べ
た
よ

う
に
、
す
で
に
ブ
レ
ヒ
ト
と
ラ
ン
グ
の
二
つ
の
稿
で
出
来
上
が
っ
て
い
た
と
考
え
て
い
い
。
判
断
は
簡
単
に
下
せ
た
は
ず
な
の
だ
が
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
裁
判
に
勝
つ

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

判
決
に
従
い
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
ラ
ン
グ
と
と
も
に
冒
頭
の
タ
イ
ト
ル
で
は
翻
案
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
さ
れ
る
に
留
ま
っ
た
。
オ
リ

ジ
ナ
ル
・
ス
ト
ー
リ
ー
は
原
作
者
と
い
う
よ
り
原
案
提
供
者
く
ら
い
の
意
味
合
い
だ
ろ
う
。
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
が
一
九
四
二
年
七
月
二
三
日
に
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と
交

わ
し
た
同
意
書
に
は
は
っ
き
り
と
「
シ
ナ
リ
オ
（screenplay
）
を
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
が
担
当
し
、
ラ
ン
グ
と
ブ
レ
ヒ
ト
が
提
供
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス
ト
ー
リ
ー

を
も
と
に
、
こ
う
し
た
文
学
的
素
材
を
書
き
換
え
、
構
図
し
、
翻
案
、
脚
色
す
る
」

）
（（
（

こ
と
が
契
約
内
容
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
一
九
四
二
年
一
一
月
二
七
日

の
最
終
稿
（Final shooting script

）『
征
服
さ
れ
ざ
る
も
の
』
で
は
す
で
に
、
脚
本
、
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
、
原
案
、
フ
リ
ッ
ツ
・
ラ
ン
グ
、
ベ
ル
ト
ル

ト
・
ブ
レ
ヒ
ト
と
な
っ
て
い
る

）
（（
（

。
ま
だ
救
わ
れ
る
の
は
、
ラ
ン
グ
の
申
し
出
に
よ
り
両
者
の
名
前
の
順
番
が
入
れ
替
わ
り
、
映
画
で
は
ブ
レ
ヒ
ト
が
フ
ァ
ー
ス
ト

ネ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

裁
判
に
戻
ろ
う
。
ラ
ン
グ
が
こ
の
シ
ナ
リ
オ
は
ブ
レ
ヒ
ト
の
も
の
だ
と
主
張
す
る
根
拠
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
。
先
に
あ
げ
た
ペ
ッ
チ
ュ
宛
、
三
月
二
一
日
付

け
の
手
紙
に
詳
し
い
が
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
が
ラ
ン
グ
の
最
初
の
ロ
ン
グ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
ボ
グ
ダ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
本
に
出
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
紹
介
し
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た
い
。

　

一
つ
例
を
挙
げ
る
と
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ブ
レ
ナ
ン
（
教
授
の
役
で
す
ば
ら
し
い
演
技
を
見
せ
た
）
が
娘
と
話
し
、
こ
う
注
意
す
る
シ
ー
ン
だ
。
―
―
Ａ
に

は
気
を
つ
け
る
ん
だ
、
Ａ
か
ら
Ｂ
、
Ｂ
か
ら
Ｃ
、
Ｃ
か
ら
Ｄ
、
Ｄ
か
ら
Ｅ
、
Ｆ
と
話
が
伝
播
し
、
Ｇ
に
行
く
。
Ｇ
は
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
の
Ｇ
だ
。
―
―
こ
ん
な
せ

り
ふ
は
ブ
レ
ヒ
ト
に
し
か
書
け
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

　

ゲ
シ
ュ
タ
ポ
に
よ
っ
て
監
禁
さ
れ
た
教
授
が
、
息
子
へ
の
別
れ
の
手
紙
を
娘
に
口
述
し
、
彼
女
が
そ
れ
を
必
死
で
暗
記
す
る
と
言
う
シ
ー
ン
も
ブ
レ
ヒ
ト

で
な
け
れ
ば
書
け
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ラ
ス
ト
の
詩
も
同
様
だ
。
そ
れ
に
人
質
た
ち
の
収
容
所
の
シ
ー
ン
だ
っ
て
す
べ
て
そ
う
だ
。
あ
と
に
な
っ
て
ウ
ェ
ク

ス
リ
ー
氏
は
―
―
私
個
人
と
し
て
は
大
好
き
な
人
物
な
ん
だ
が
―
―
自
分
が
書
い
た
も
の
だ
と
主
張
し
た
。
ば
か
ば
か
し
い
話
だ

）
（（
（

。

判
決
で
ブ
レ
ヒ
ト
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。『
死
刑
執
行
人
も
ま
た
死
す
』
は
ブ
レ
ヒ
ト
研
究
史
の
中
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
し
、
日
本
人
で
こ
の
映
画
を
ブ
レ
ヒ
ト
と
の
関
連
で
正
面
か
ら
論
じ
た
人
は
い
な
い
。
ブ
レ
ヒ
ト
の
シ
ナ
リ
オ
へ
の
関
与
が
過
小
評
価
さ
れ
、
ラ
ン

グ
ら
し
い
ア
メ
リ
カ
映
画
と
し
て
し
か
見
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。『
ブ
レ
ヒ
ト
と
映
画
』Film

 bei Brecht

の
著
者
で
あ
る
ゲ
ル
シ
ュ
は
、『
死
刑
執
行
人

も
ま
た
死
す
』
を
「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
産
業
の
典
型
的
な
産
物
」

）
（（
（

と
評
価
し
、
軽
い
映
画
と
し
て
し
か
見
て
い
な
い
。
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
も
、「
戦
争
中
に
ハ
リ

ウ
ッ
ド
で
制
作
さ
れ
た
山
の
よ
う
な
数
の
映
画
の
中
の
一
つ
と
い
う
以
上
に
は
、
触
れ
る
価
値
の
な
い
、
芸
術
的
価
値
に
つ
い
て
は
話
に
な
ら
な
い
映
画
に
な
っ

た
」
と
記
し
て
い
る

）
（（
（

。
ラ
ン
グ
と
ブ
レ
ヒ
ト
の
よ
さ
が
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
保
た
れ
て
い
る
こ
の
映
画
の
長
所
を
探
る
試
み
は
、「
ブ
レ
ヒ
ト
の
映
画
で
は
な

い
」
と
い
う
先
入
見
に
よ
っ
て
阻
害
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
嘘
を
賛
美
す
る
映
画
が
認
め
ら
れ
る
か
。
こ
の
映
画
の
あ
の
売
国
奴
は
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
嘘
の
証
言
の
せ
い
で
ナ
チ
に
引
き
渡
さ
れ
る
ん
だ
ぞ
」。
映
倫
の

ジ
ョ
ー
・
ブ
リ
ー
ン
が
こ
う
叫
び
、「
非
道
徳
的
な
作
品
」
の
公
開
を
拒
否
、
ラ
ン
グ
が
一
晩
か
け
て
説
得
す
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
っ
た
が

）
（（
（

、
映
画
は
公

開
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
一
九
四
三
年
の
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
映
画
評
は
―
―
「
無
名
」
の
ブ
レ
ヒ
ト
の
名
前
が
あ
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
―
―
押
し
な
べ
て
好

意
的
だ
っ
た
。「
こ
の
種
の
映
画
の
傑
作
」「
す
べ
て
の
反
戦
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
映
画
の
中
で
も
っ
と
も
ハ
ー
ド
で
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
映
画
」
な
ど
で
あ
る
。
特
に
あ

ら
ゆ
る
階
層
の
チ
ェ
コ
民
衆
が
団
結
し
て
、
売
国
奴
の
チ
ャ
カ
を
暗
殺
犯
に
仕
立
て
上
げ
る
最
終
場
面
は
、「
今
ま
で
の
ほ
か
の
ど
の
映
画
よ
り
も
迫
力
、
ヴ
ァ
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イ
タ
リ
テ
ィ
に
あ
ふ
れ
て
い
る
」
と
映
画
評
論
家
の
マ
ニ
ー･

フ
ァ
ー
バ
ー
は
記
し
て
い
る

）
（（
（

。
こ
う
し
た
場
面
は
ブ
レ
ヒ
ト
の
真
骨
頂
で
あ
り
、
ブ
レ
ヒ
ト
な
く

し
て
は
描
け
な
い
場
面
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が
「
す
ば
ら
し
い
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
映
画
で
、
身
の
毛
も
よ
だ
つ
メ
ロ
ド
ラ
マ
」

）
（（
（

と
い
う
ス
タ
ー
デ
ヴ
ァ
ン

ト
の
映
画
評
に
特
徴
的
な
よ
う
に
、
称
え
ら
れ
る
の
は
監
督
の
ラ
ン
グ
と
、
撮
影
を
担
当
し
た
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ウ
ォ
ン
・
ホ
ウ
の
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
教
授

の
ブ
レ
ネ
ン
や
ス
ヴ
ォ
ボ
ダ
医
師
の
ド
ン
レ
ヴ
ィ
の
演
技
で
あ
っ
た
。
ピ
ホ
ド
ナ
の
よ
う
に
、
本
来
は
脇
役
で
あ
る
グ
ル
ー
バ
ー
警
部
を
演
じ
た
グ
ラ
ー
ナ
ハ
の

演
技
を
絶
賛
す
る
批
評
家
も
い
た

）
（（
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
ブ
レ
ヒ
ト
は
第
二
バ
イ
オ
リ
ン
ど
こ
ろ
か
、
ま
っ
た
く
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

ほ
ぼ
半
年
に
わ
た
る
作
業
の
中
で
ブ
レ
ヒ
ト
が
果
た
し
た
役
割
、
貢
献
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。『
４
３
７
!!
人
質
映
画
』
を
読
む
と
、
ふ
つ
う

の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
よ
り
は
は
る
か
に
多
く
の
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
長
さ
も
あ
り
え
な
い
ほ
ど
長
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
対
話
を
想
定
し
た
言
い

換
え
や
、
間
接
法
で
書
か
れ
た
対
話
な
ど
も
多
く
あ
り
、
自
然
に
台
本
に
直
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
劇
作
家
な
ら
で
は
の
ブ
レ
ヒ
ト
の
特
性
が
、
す
で
に
ス

ト
ー
リ
ー
段
階
で
現
れ
て
お
リ
、
こ
の
傾
向
は
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
に
な
る
と
い
っ
そ
う
顕
著
に
な
る
の
で
あ
る
。
一
続
き
に
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
短
い
語
り
の
物

語
で
並
べ
る
や
り
方
は
、『
ジ
ャ
マ
イ
カ
・
バ
ー
の
ミ
ス
テ
リ
ー
』D

as M
ysterium

 der Jam
aika-Bar

『
宝
石
食
い
』D

er Brillantenfresser

『
塔
の
三
人
』

な
ど
一
九
二
一
年
に
ス
ケ
ッ
チ
ア
ウ
ト
し
た
映
画
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
似
て
い
る

）
（（
（

。

ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
中
に
挿
入
さ
れ
た
英
語
、
ブ
ロ
ー
ク
ン
な
英
語
が
ラ
ン
グ
の
も
の
か
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
ラ
ン
グ

は
英
語
に
精
通
し
て
い
た
が
、
急
速
に
英
語
を
学
習
し
た
ブ
レ
ヒ
ト
が
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
言
葉
に
敏
感
で
、
取
り
入
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
た
と
え
ば
「
は

め
る
」（fram

e

）
と
い
う
俗
語
だ
が
、
そ
の
ま
ま
ド
イ
ツ
語
の
文
法
に
当
て
は
め
て
、fram

ed

の
代
わ
り
にgefram

t

と
い
う
語
を
作
っ
て
い
る
。„Er w

eiß 

natürlich, dass er gefram
t w

ird.

“「
彼
（
チ
ャ
カ
）
は
は
め
ら
れ
た
こ
と
を
も
ち
ろ
ん
知
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
具
合
だ
。『
作
業
日
誌
』
で
ブ
レ
ヒ
ト
は
、

同
じ
よ
う
にnam

e

「
名
前
を
挙
げ
る
」
を
、
ド
イ
ツ
語
の
他
動
詞
を
表
す
前
綴
りbe

と
と
も
に
過
去
分
詞
に
し
て
使
っ
て
い
る
。„die ‘suggestions ’ sind 

nicht benam
t.

“ 「〈
提
案
〉
の
と
こ
ろ
に
は
名
前
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
」

）
（（
（

。
ま
っ
た
く
同
じ
使
い
方
な
の
で
、
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
中
の
こ
の
文
も
ブ
レ
ヒ
ト
が

作
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
に
は
珍
し
く
、
概
略
だ
け
で
な
く
、
小
噺
が
差
し
挟
ま
れ
て
い
る
。„niem

and ist N
IEM

A
N

D

“「
誰
も
信
じ
て
は
い
け
な
い
」（「
誰
に
も

し
な
い
、
と
言
っ
た
ら
誰
に
も
」）
と
い
う
こ
と
を
娘
に
教
え
る
た
め
に
、
父
親
は
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
話
を
し
て
聞
か
せ
る
。
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父
親
が
小
さ
な
塀
の
上
に
立
っ
て
い
る
息
子
に
言
う
。
息
子
よ
、
飛
び
降
り
ろ
、
私
が
受
け
止
め
て
あ
げ
る
。
息
子
は
た
め
ら
う
。
お
ま
え
の
父
で
あ
る

私
が
、
受
け
止
め
る
と
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
飛
び
降
り
ろ
。
息
子
は
や
っ
と
の
こ
と
で
勇
気
を
奮
い
起
こ
し
、
前
に
一
歩
出
て
、
飛
び
降
り
た
。
父
親

は
一
歩
下
が
り
、
息
子
は
音
を
立
て
て
地
面
に
落
ち
た
、
父
親
は
息
子
を
悲
し
げ
に
見
な
が
ら
言
う
。
誰
も
信
頼
し
て
は
い
け
な
い
と
、
私
は
お
ま
え
に
言

わ
な
か
っ
た
か
い
？

）
（（
（

こ
の
話
は
間
違
い
な
く
ブ
レ
ヒ
ト
が
作
っ
た
も
の
だ
。『
コ
イ
ナ
さ
ん
談
義
』G

eschichten vom
 H

errn K
euner

の 

『
コ
イ
ナ
さ
ん
と
寄
る
べ
な
き
少
年
』

H
err K

euner und der hilfl�ose K
nabe

）
（（
（

で
語
ら
れ
る
教
訓
と
似
て
い
る
。
そ
こ
で
は
非
情
な
世
の
中
を
生
き
延
び
る
知
恵
、
た
く
ま
し
さ
の
よ
う
な
も
の
が

描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
で
書
か
れ
た
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
シ
ナ
リ
オ
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
。
プ
ロ
ッ
ト
の
基
本
線
や
人
物
像
、
多
く
の
ダ
イ
ア

ロ
ー
グ
は
ブ
レ
ヒ
ト
が
中
心
と
な
っ
て
作
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
に
含
ま
れ
て
い
る
。
映
画
の
撮
影
で
は
、
ブ
レ
ヒ
ト
的
な
も
の
を
そ
ぎ
落
と
す
の

で
は
な
く
、
そ
れ
に
視
覚
的
な
も
の
を
補
っ
て
い
く
形
で
作
業
は
進
行
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が
何
か
が
ブ
レ
ヒ
ト
を
不
機
嫌
に
さ
せ
て
い
た
。
自
分
の
作

品
が
商
品
化
＝
ハ
リ
ウ
ッ
ド
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
対
す
る
不
安
や
疎
外
感
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
？　

一
九
四
二
年
一
一
月
二
日
に
本
格
的
な
撮
影
が
始
ま
っ

た
。
同
日
の
『
作
業
日
誌
』
に
ブ
レ
ヒ
ト
は
、
ラ
ン
グ
か
ら
は
二
週
間
以
上
連
絡
が
な
く
、
秘
書
か
ら
電
話
で
招
待
を
告
げ
ら
れ
て
ス
タ
ジ
オ
に
行
っ
た
こ
と
、

ラ
ン
グ
が
小
声
で
「
ハ
ロ
ー
、
ブ
レ
ヒ
ト
、
明
日
、
台
本
を
お
渡
し
す
る
よ
」
と
語
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

）
（（
（

。
二
人
の
間
に
隙
間
風
が
吹
い
て
い
た
こ
と
は

容
易
に
察
せ
ら
れ
る
。

映
画
に
な
る
段
階
で
最
終
的
に
加
え
ら
れ
た
多
く
の
変
更
は
、
ブ
レ
ヒ
ト
と
ラ
ン
グ
が
作
っ
た
も
と
の
テ
ク
ス
ト
を
弱
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ

の
変
更
が
自
分
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
ブ
レ
ヒ
ト
の
怒
り
は
募
っ
た
。『
作
業
日
誌
』
に
記
さ
れ
た
ラ
ン
グ
に
対
す
る
多
く
の
不
満
を

読
む
と
、
ブ
レ
ヒ
ト
が
シ
ナ
リ
オ
か
ら
も
撮
影
か
ら
も
完
全
に
離
れ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
実
情
は
ま
っ
た
く
違
っ
て
、
彼
は
ス
タ
ジ

オ
に
も
ち
ょ
く
ち
ょ
く
顔
を
出
し
、
グ
ル
ー
バ
ー
警
部
と
マ
ー
シ
ャ
の
婚
約
者
ヤ
ン
の
格
闘
シ
ー
ン
に
「
ほ
と
ん
ど
芸
術
的
と
言
っ
て
い
い
も
の
」
を
見
出
し
て

い
る

）
（（
（

。
一
〇
月
一
八
日
の
『
作
業
日
誌
』
に
は
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
演
劇
論
に
か
か
わ
る
重
要
な
指
摘
が
あ
る
。
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こ
の
映
画
は
叙
事
的
に
構
成
さ
れ
、
交
互
に
現
れ
る
三
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
成
っ
て
い
る
。
暗
殺
者
の
話
、
父
親
を
人
質
に
取
ら
れ
、
何
か
を
知
っ
て

い
る
娘
の
話
、
そ
し
て
町
全
体
が
協
力
し
て
し
と
め
た
売
国
奴
（
チ
ャ
カ
の
こ
と
―
―
市
川
）
の
話
だ
。
こ
れ
な
ん
か
は
悪
く
な
い
。
地
下
運
動
が
誤
り
を
犯

し
、
そ
れ
を
広
範
な
民
衆
が
訂
正
す
る
、
な
ど
と
い
う
の
も
悪
く
な
い

）
（（
（

。

ブ
レ
ヒ
ト
は
こ
の
映
画
シ
ナ
リ
オ
の
叙
事
的
な
構
造
を
優
れ
た
特
徴
と
し
て
確
認
す
る
。
暗
殺
者
、
政
治
に
無
関
心
な
若
い
娘
、
ナ
チ
の
ス
パ
イ
で
あ
る
「
売

国
奴
」
の
三
人
を
め
ぐ
る
話
が
パ
ラ
レ
ル
に
進
行
し
て
い
き
、
最
後
に
合
流
す
る
。
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
が
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
ほ
か
の
シ
ナ
リ
オ
作
家
同
様
、
情
緒
的
に

観
客
の
感
情
に
訴
え
、
カ
タ
ル
シ
ス
を
起
こ
そ
う
と
考
え
て
い
た
の
に
対
し
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
映
画
の
台
本
に
お
い
て
も
、
観
察
者
の
人
間
的
な
理
性
に
訴
え
て
、

作
品
か
ら
教
訓
を
引
き
出
そ
う
と
し
て
い
た
。
自
ら
が
唱
え
た
叙
事
詩
的
演
劇
に
つ
な
が
る
作
品
構
造
を
利
用
し
て
、
ブ
レ
ヒ
ト
が
映
画
に
教
育
劇
的
な
機
能
を

付
与
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
先
の
引
用
の
地
下
運
動
と
民
衆
の
関
係
を
見
れ
ば
明
ら
か
だ
。
非
米
活
動
委
員
会
は
す
で
に
こ
の
映
画
と
教
育
劇
『
処
置
』D

ie 

M
aßnahm

e

の
類
似
性
を
感
じ
取
っ
て
い
た

）
（（
（

。

ブ
レ
ヒ
ト
は
彼
が
考
え
て
い
た
「
理
想
台
本
」
で
、
民
衆
の
場
面
、
特
に
人
質
が
送
ら
れ
た
収
容
所
の
シ
ー
ン
を
も
っ
と
増
や
し
、
処
刑
の
五
分
前
で
も
反
ユ

ダ
ヤ
主
義
に
対
す
る
熱
心
な
論
議
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
し
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
の
終
焉
後
、
ド
イ
ツ
で
も
一
つ
の
歴
史
の
証
言
・
記
録
と
し
て
上
映
さ

れ
る
こ
と
を
ブ
レ
ヒ
ト
は
望
ん
だ
の
だ
。
ラ
ン
グ
は
こ
う
し
た
民
衆
シ
ー
ン
を
毛
嫌
い
し
、
一
方
ブ
レ
ヒ
ト
は
ラ
ン
グ
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
「
病
気
に
な
り
そ

う
」
と
、
辟
易
と
し
た
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。
た
だ
出
来
上
が
っ
た
シ
ナ
リ
オ
に
は
ブ
レ
ヒ
ト
は
満
足
し
て
お
り
、
友
人
で
亡
命
哲
学
者
で
あ
る
カ
ー
ル
・
コ

ル
シ
ュ
に
あ
て
た
手
紙
で
、「
最
終
的
に
映
画
に
な
っ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
シ
ナ
リ
オ
は
悪
く
は
な
い
」

）
（（
（

と

書
い
て
い
る
。
民
衆
が
集
団
と
し
て
現
れ
る
場
面
は
収
容
所
の
人
質
の
会
話
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
暗
殺
者
が
逃
げ
込
む
映
画
館
で
の
反
ナ
チ
で
一
体
と
な
っ
た
観

客
や
、
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
の
本
部
に
向
か
う
マ
ー
シ
ャ
を
取
り
囲
み
、
罵
倒
す
る
路
上
の
民
衆
か
ら
、
最
後
の
集
団
葬
儀
に
い
た
る
ま
で
、
こ
の
映
画
で
は
民
衆
場
面

が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
民
衆
の
団
結
と
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
精
神
的
高
揚
は
作
品
全
体
を
貫
い
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
も
っ
と
も
ブ
レ
ヒ
ト
的
な

も
の
は
残
さ
れ
た
と
言
っ
て
い
い
。

物
語
の
主
人
公
は
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
闘
士
で
も
、
売
国
奴
の
チ
ャ
カ
で
も
な
い
。
む
し
ろ
こ
う
し
た
活
動
と
は
無
縁
の
若
い
娘
マ
ー
シ
ャ
が
主
人
公
な
の
だ
。

確
か
に
父
親
は
か
つ
て
政
治
活
動
を
し
て
い
た
イ
ン
テ
リ
で
、
教
授
と
し
て
大
学
の
講
義
を
禁
じ
ら
れ
た
後
、
学
生
に
家
で
反
戦
教
育
を
し
て
い
る
。
だ
が
娘
も
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彼
女
の
婚
約
者
も
こ
う
し
た
影
響
を
ま
っ
た
く
受
け
て
い
な
い
。
こ
の
映
画
で
は
、
政
治
と
無
関
係
だ
っ
た
娘
が
一
歩
ず
つ
成
長
し
て
い
き
、
最
後
に
は
行
動

し
、
闘
う
人
間
に
変
貌
し
て
い
く
さ
ま
が
示
さ
れ
る
。
当
時
ブ
レ
ヒ
ト
が
取
り
組
ん
で
い
た
『
シ
モ
ー
ヌ
・
マ
シ
ャ
ー
ル
の
幻
覚
』D

ie G
esichte der Sim

one 

M
achard

の
シ
モ
ー
ヌ
や
、『
コ
ー
カ
サ
ス
の
白
墨
の
輪
』D

er kaukasische K
reidekreis

の
グ
ル
シ
ェ
な
ど
と
系
譜
を
同
じ
く
す
る
。『
母
』
や
『
シ
ュ
ヴ
ェ

イ
ク
』Schw

eyk

と
も
民
衆
像
と
い
う
点
で
共
通
点
が
あ
る
。
Ａ
か
ら
Ｂ
へ･･･

Ｇ
へ
と
い
う
教
授
の
言
い
回
し
は
ま
さ
し
く
シ
ュ
ヴ
ェ
イ
ク
的
、
民
衆
的
語
り

で
、
ラ
ン
グ
の
言
う
よ
う
に
こ
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
語
り
口
は
ブ
レ
ヒ
ト
な
ら
で
は
の
も
の
だ
ろ
う
。
興
味
深
い
の
は
、
映
画
の
仕
事
を
通
し
て
ブ
レ
ヒ
ト
が
再
び

ハ
シ
ェ
ク
の
小
説
に
魅
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、『
死
刑
執
行
人
も
ま
た
死
す
』
が
ブ
レ
ヒ
ト
を
戯
曲
『
シ
ュ
ヴ
ェ
イ
ク
』
へ
と
導
い
た
こ
と
で
あ
る

）
（（
（

。

ブ
レ
ヒ
ト
は
八
百
屋
の
お
か
み
に
妻
の
ヘ
レ
ー
ネ
・
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
を
当
て
る
よ
う
、
ラ
ン
グ
と
交
渉
し
内
諾
を
得
た
の
に
、
約
束
が
反
古
に
さ
れ
た
こ
と
を

怒
っ
て
い
る

）
（（
（

。
マ
ー
シ
ャ
が
い
た
こ
と
を
無
言
の
ま
ま
首
を
振
っ
て
否
定
し
、
彼
女
を
守
る
八
百
屋
の
お
か
み
。
そ
の
姿
は
、
息
子
の
死
体
を
前
に
、「
知
り
合

い
か
？
」
と
聞
か
れ
、
首
を
振
る
『
肝
っ
玉
お
っ
母
と
そ
の
子
ど
も
た
ち
』M

utter Courage und ihre K
inder

の
主
人
公
、
肝
っ
玉
を
思
わ
せ
る
。
肝
っ
玉

は
後
に
ベ
ル
リ
ン
で
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
の
当
た
り
役
に
な
っ
た
だ
け
に
、
二
つ
の
役
を
比
較
し
て
み
た
い
気
に
も
駆
ら
れ
る
。
父
親
が
処
刑
さ
れ
る
と
い
う
連
絡
を
受

け
て
、
獄
房
の
父
を
訪
ね
る
マ
ー
シ
ャ
。
こ
れ
は
ブ
レ
ヒ
ト
の
『
母
』
で
母
が
、
逮
捕
さ
れ
た
活
動
家
の
息
子
を
監
獄
に
訪
ね
る
場
面
と
類
似
し
て
い
る
。
息
子

へ
の
手
紙
が
検
閲
を
受
け
て
届
か
な
い
の
で
、
娘
に
暗
記
す
る
よ
う
に
い
う
父
の
姿
は
、
監
獄
で
息
子
か
ら
同
志
の
住
所
を
聞
か
さ
れ
暗
記
す
る
『
母
』
の
主
人

公
に
重
な
る
。
ま
た
『
第
三
帝
国
の
恐
怖
と
悲
惨
』Furcht und E

lend des D
ritten R

eiches

の
最
終
場
面
「
国
民
投
票
」
で
、
処
刑
前
の
父
親
か
ら
息
子
に

当
て
た
手
紙
を
女
が
読
む
場
面
が
想
起
さ
れ
る
。
詩
『
あ
と
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
も
の
た
ち
へ
』A

n die N
achgeborenen

の
内
容
と
も
つ
な
が
る
。

「
耳
の
人
」
ブ
レ
ヒ
ト
に
対
し
て
、
ラ
ン
グ
は
「
目
の
人
」
だ
っ
た
。
映
画
監
督
ら
し
い
眼
力
で
カ
ッ
ト
を
作
っ
て
い
く
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
カ
ー
ド
に
刷
ら
れ

た
抵
抗
の
呼
び
か
け
、
盗
聴
を
か
い
く
ぐ
り
、
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
を
欺
く
た
め
の
メ
モ
や
手
紙
、
個
人
情
報
が
載
せ
ら
れ
た
書
類
、
Ｅ
．
Ｃ
．
と
イ
ニ
シ
ャ
ル
が
刻

ま
れ
た
エ
ミ
ー
ル
・
チ
ャ
カ
の
ラ
イ
タ
ー
、
チ
ャ
カ
が
グ
ル
ー
バ
ー
に
贈
っ
た
小
切
手
と
サ
イ
ン
、
事
件
を
収
束
さ
せ
る
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
本
部
の
指
令 

… 

こ
れ
ら

は
み
な
カ
メ
ラ
で
大
写
し
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
事
件
が
展
開
し
て
い
く
。
舞
台
上
演
で
は
「
耳
」
で
聞
か
せ
る
こ
と
で
し
か
処
理
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
は
「
目
」

で
見
せ
る
。
映
画
な
ら
で
は
の
処
理
で
、
ラ
ン
グ
お
得
意
の
手
法
だ
。
殺
害
さ
れ
、
机
の
上
か
ら
だ
ら
り
と
垂
れ
た
グ
ル
ー
バ
ー
警
部
の
足
、
床
に
こ
ろ
が
る
帽

子
、
机
の
背
後
か
ら
机
の
脚
の
部
分
を
映
し
出
し
、
グ
ル
ー
バ
ー
の
死
を
見
せ
て
い
る
。
チ
ャ
カ
宅
の
石
炭
の
山
か
ら
出
て
い
る
靴
を
履
い
た
ま
ま
の
足
の
先
、

グ
ル
ー
バ
ー
の
死
体
が
発
見
さ
れ
る
。
カ
ー
テ
ン
の
後
ろ
に
隠
れ
た
重
傷
の
デ
デ
ィ
ッ
チ
、
た
れ
た
血
が
新
聞
に
ぽ
と
ぽ
と
と
落
ち
始
め
る
。
こ
れ
ら
の
映
像
は
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強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
で
観
客
に
迫
る
。
チ
ェ
コ
国
民
の
ナ
チ
ス
に
対
す
る
抵
抗
の
劇
、
チ
ェ
コ
民
族
の
人
間
愛
を
歌
っ
た
映
画
と
言
う
よ
り
、
殺
し
の
芝
居
、
サ

ス
ペ
ン
ス
映
画
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
く
ら
い
だ
。

ラ
ン
グ
は
リ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
意
識
的
に
逸
れ
、
ド
イ
ツ
占
領
下
の
プ
ラ
ハ
の
様
子
を
描
こ
う
と
は
せ
ず
、
迫
害
者
（
追
跡
者
）
と
迫
害
さ
れ
る
も
の
（
追
跡
さ

れ
る
も
の
）
の
図
式
化
さ
れ
た
物
語
を
作
り
出
そ
う
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
「
目
の
人
」
の
弱
点
＝
社
会
的
・
政
治
的
隙
間
を
「
耳
の
人
」
が

し
っ
か
り
埋
め
て
い
る
。
ス
コ
ダ
の
チ
ェ
コ
人
労
働
者
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
抵
抗
運
動
の
弾
圧
と
労
働
者
の
処
刑
、
そ
れ
に
反
発
す
る
レ
ジ
ス

タ
ン
ス
に
よ
る
総
督
暗
殺
、
暗
殺
者
を
か
ば
う
チ
ェ
コ
人
の
連
帯 

… 

ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
書
か
れ
、
時
事
劇
の
様
相
を
呈
す
る
こ
の
映
画
に
は
、
ブ
レ
ヒ
ト

の
お
か
げ
で
歴
史
的
、
社
会
的
背
景
が
し
っ
か
り
と
描
か
れ
て
い
る
。
先
に
見
て
き
た
よ
う
に
、『
死
刑
執
行
人
も
ま
た
死
す
』
に
は
ブ
レ
ヒ
ト
的
な
も
の
が
ス

ト
ー
リ
ー
の
核
と
し
て
し
っ
か
り
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
意
味
で
こ
の
映
画
は
ブ
レ
ヒ
ト
と
ラ
ン
グ
の
よ
さ
が
相
互
に
補
完
さ
れ
て
完
成
し
た
映
画
と

言
っ
て
い
い
。『
死
刑
執
行
人
も
ま
た
死
す
』
は
ラ
ン
グ
の
ア
メ
リ
カ
時
代
の
映
画
の
中
で
、
唯
一
、
本
人
が
ス
ト
ー
リ
ー
起
稿
か
ら
監
督
・
製
作
ま
で
一
貫
し

て
行
っ
た
作
品
だ
。
こ
れ
に
よ
り
自
分
が
ド
イ
ツ
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
い
か
に
反
ナ
チ
だ
っ
た
か
を
ア
メ
リ
カ
の
メ
デ
ィ
ア
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
い
う

意
図
が
、
ラ
ン
グ
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
作
品
は
正
統
的
な
反
ナ
チ
映
画
と
し
て
認
知
さ
れ
、
ラ
ン
グ
の
評
価
も
高
ま
っ
た
。
だ
が
ど
の
よ
う
な
成

功
を
も
っ
て
し
て
も
、
ブ
レ
ヒ
ト
と
の
溝
を
埋
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

二
〇
一
一
年
五
月
、
筆
者
は
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ア
ヴ
ェ
ニ
ュ
ー
に
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
シ
ュ
ナ
ウ
バ
ー
教
授
を
訪
ね
た
。
ご
自
身
も
ド
イ
ツ
か
ら
の
亡
命

者
で
あ
る
教
授
に
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
亡
命
知
識
人
に
関
す
る
多
く
の
著
書
が
あ
る
。
教
授
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
彼
の
著
書
か
ら
、
ブ
レ
ヒ
ト
と
ラ
ン
グ
の

「
ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い
」
が
ど
の
よ
う
に
起
こ
っ
た
の
か
、
具
体
的
に
ま
と
め
て
み
た
い
。

１
）
ラ
ン
グ
は
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
に
も
ホ
モ
ル
カ
に
も
役
を
与
え
な
か
っ
た
。
チ
ェ
コ
人
に
は
ド
イ
ツ
語
な
ま
り
の
あ
る
英
語
を
し
ゃ
べ
る
俳
優
で
は
な
く
、
英
語
を

母
語
と
す
る
俳
優
を
使
っ
た
。
ナ
チ
ス
役
の
み
ド
イ
ツ
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
あ
る
ド
イ
ツ
人
亡
命
者
の
俳
優
を
起
用
し
た
。

２
）
三
〇
〇
ペ
ー
ジ
近
い
シ
ナ
リ
オ
を
一
九
二
ペ
ー
ジ
に
短
縮
し
た
（
そ
れ
で
も
二
時
間
以
上
の
上
映
時
間
）。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
公
開
を
三
週
間
早
め
た
た

め
、
撮
影
も
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
早
め
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

３
）
ラ
ン
グ
は
ブ
レ
ヒ
ト
と
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
が
カ
ッ
ト
し
た
シ
ー
ン
を
復
活
さ
せ
た
。
冒
頭
、
マ
ー
シ
ャ
が
叔
母
と
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
の
こ
と
で
言
い
争
う
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シ
ー
ン
で
、
政
治
的
な
場
面
と
日
常
の
場
面
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
見
せ
る
た
め
だ
と
い
う
。

４
）
ラ
ン
グ
は
ブ
レ
ヒ
ト
が
特
に
重
視
し
た
場
面
を
カ
ッ
ト
し
た
。
い
く
つ
か
の
民
衆
シ
ー
ン
と
人
質
が
処
刑
さ
れ
る
前
の
数
シ
ー
ン
だ
。
ブ
レ
ヒ
ト
は
、
処
刑

の
前
に
囚
人
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
め
ぐ
る
口
論
を
描
き
、
囚
人
の
間
で
際
立
っ
て
く
る
階
級
対
立
や
世
界
観
の
違
い
を
示
そ
う
と
し
た
。

一
方
ラ
ン
グ
は
、
こ
の
よ
う
な
差
異
化
は
ア
メ
リ
カ
の
観
客
に
は
知
的
す
ぎ
て
、
作
品
の
リ
ア
ル
さ
が
損
な
わ
れ
る
と
考
え
た
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
論
争

が
映
画
に
持
ち
込
ま
れ
る
の
は
効
果
的
で
は
な
く
、
人
物
の
性
格
的
な
弱
さ
や
情
緒
性
の
ほ
う
が
重
要
と
主
張
し
た
。
た
だ
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
の
段
階
で
は

な
か
っ
た
革
命
歌
（
ア
イ
ス
ラ
ー
作
曲
）
を
ラ
ン
グ
は
受
け
入
れ
た
。

５
）
ラ
ン
グ
は
ブ
レ
ヒ
ト
が
「
い
か
が
わ
し
い
感
傷
」
や
「
不
自
然
さ
」
と
呼
ん
だ
映
画
の
技
法
を
用
い
た
。
こ
れ
ら
は
純
粋
映
画
的
な
観
点
か
ら
考
え
抜
か
れ

た
効
果
的
な
も
の
だ
っ
た
。
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
の
家
宅
捜
査
の
際
、
負
傷
し
た
地
下
運
動
の
指
導
者
デ
デ
ィ
ッ
チ
の
血
の
し
ず
く
が
カ
ー
テ
ン
の
陰
か
ら
落
ち
、

そ
れ
に
気
づ
い
た
医
師
ス
ヴ
ォ
ボ
ダ
が
、
赤
ワ
イ
ン
の
グ
ラ
ス
を
わ
ざ
と
つ
ま
ず
い
て
投
げ
出
し
、
血
を
隠
す
場
面
な
ど
で
あ
る

）
（（
（

。

シ
ナ
リ
オ
作
家
協
会
の
裁
判
で
は
、
ラ
ン
グ
は
ブ
レ
ヒ
ト
の
側
に
立
っ
て
証
言
し
、
一
方
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
は
ブ
レ
ヒ
ト
の
仕
事
へ
の
参
与
を
否
定
し
た
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
ブ
レ
ヒ
ト
は
一
九
四
八
年
に
チ
ュ
ー
リ
ヒ
で
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
と
再
会
し
た
と
き
、
彼
を
友
だ
ち
と
し
て
認
め
た
。
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
は
ア
メ
リ
カ

共
産
党
の
党
員
で
あ
り
、
ブ
レ
ヒ
ト
に
は
政
治
的
に
共
鳴
で
き
る
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ラ
ン
グ
に
対
す
る
敵
意
の
ほ
う
が
経
済
的
な
争
い
よ
り
も
根
が
深

く
、
芸
術
的
、
政
治
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
要
素
が
対
立
の
決
め
手
に
な
っ
た

）
（（
（

。
ブ
レ
ヒ
ト
文
書
館
に
埋
も
れ
て
い
た
ブ
レ
ヒ
ト
の
未
公
開
書
簡
を
発
見
し
た
。

綿
々
と
綴
ら
れ
た
ラ
ン
グ
宛
の
長
い
手
紙
に
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
怨
念
の
よ
う
な
も
の
を
見
た
。

親
愛
な
る
ラ
ン
グ

あ
な
た
は
私
と
の
共
同
作
業
に
幻
滅
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。［
…
］

私
が
商
業
ベ
ー
ス
を
ま
っ
た
く
無
視
し
て
、
純
粋
に
政
治
的
な
映
画
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
あ
な
た
の
疑
念
を
感
じ
る
に
つ
け
、

私
の
仕
事
は
実
に
難
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。［
…
］
民
衆
場
面
や
地
下
運
動
を
真
剣
に
取
り
扱
う
こ
と
は
、
私
の
考
え
で
は
映
画
を
損
な
う
ど
こ
ろ

か
、
む
し
ろ
活
気
づ
け
る
も
の
な
の
で
す
。
商
業
的
に
見
て
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
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［
…
］

私
が
自
分
の
提
案
に
固
執
し
過
ぎ
だ
な
ん
て
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
私
は
あ
な
た
に
決
定
を
委
ね
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
あ
る
種
の
責
任
を
伴
い
ま
す
。
私

の
こ
と
を
完
全
に
排
除
す
る
な
ん
て
こ
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で
す
。
あ
な
た
が
ス
タ
ジ
オ
入
り
し
た
後
で
も
、
私
に
は
決
定
稿
を
見
せ
て
も
ら
え
な
い
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
事
態
は
進
み
ま
し
た
。
何
ヶ
月
に
も
及
ぶ
集
中
的
な
製
作
か
ら
ま
っ
た
く
突
然
追
い
出
さ
れ
る
こ
と
が
い
か
に
辛
い
こ
と
な
の
か
、
あ
な

た
は
自
分
の
経
験
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
私
は
本
当
に
あ
な
た
に
腹
が
立
ち
ま
し
た

）
（（
（

。

４　

ア
メ
リ
カ
と
の
決
別

一
九
四
七
年
一
〇
月
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
行
わ
れ
た
非
米
活
動
委
員
会
（
Ｈ
Ｕ
Ａ
Ｃ
）
で
の
尋
問
は
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
お
け
る
立
場
を
極
め
て
ア
イ

ロ
ニ
カ
ル
に
伝
え
て
い
る
。
最
後
ま
で
ア
メ
リ
カ
で
異
邦
人
で
あ
り
続
け
た
ブ
レ
ヒ
ト
は
皮
肉
に
も
ハ
リ
ウ
ッ
ド
テ
ン
に
続
く
十
一
人
目
の
〈
ア
メ
リ
カ
〉
人
と

し
て
一
〇
月
三
〇
日
に
召
喚
さ
れ
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
界
に
及
ぼ
し
た
共
産
主
義
的
影
響
に
つ
い
て
陳
述
を
求
め
ら
れ
た
。
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た
文
書
の
朗
読

を
拒
否
さ
れ
た
ブ
レ
ヒ
ト
は
、
ブ
ロ
ー
ク
ン
な
英
語
で
政
治
コ
メ
デ
ィ
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

つ
い
で
に
言
っ
て
お
き
ま
す
が
私
は
シ
ナ
リ
オ
書
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
映
画
産
業
に
及
ぼ
し
た
か
も
し
れ
な
い
影
響
力
に
つ
い
て
は
、
私
に
は
わ
か
り

ま
せ
ん
。
政
治
的
に
も
芸
術
的
に
も

）
（（
（

。

　

私
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
映
画
会
社
に
『
死
刑
執
行
人
も
ま
た
死
す
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
売
り
ま
し
た
。
し
か
し
私
自
身
が
そ
の
シ
ナ
リ
オ
を
書
い
た
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
プ
ロ
の
シ
ナ
リ
オ
作
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
映
画
会
社
の
た
め
に
他
の
も
の
も
書
き
ま
し
た
が
、
そ
の
ス
ト
ー

リ
ー
は
売
れ
ま
せ
ん
で
し
た

）
（（
（

。

『
死
刑
執
行
人
も
ま
た
死
す
』
と
の
か
か
わ
り
を
こ
と
さ
ら
小
さ
く
見
せ
よ
う
と
す
る
ブ
レ
ヒ
ト
の
意
図
は
明
ら
か
で
あ
る
。「
嘘
」
を
つ
か
な
け
れ
ば
過
酷
な
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「
宗
教
裁
判
」
を
潜
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
ブ
レ
ヒ
ト
は
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
「
嘘
」
が
ブ
レ
ヒ
ト
の
名
前
を
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
界

か
ら
消
し
て
し
ま
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
亡
命
生
活
は
六
年
で
終
わ
り
を
告
げ
た
。
尋
問
の
翌
日
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
ア
メ
リ
カ
を
去
っ
た
。
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
野
生

的
な
ア
メ
リ
カ
、
青
年
時
代
の
ク
ー
ル
な
シ
カ
ゴ
は
、
す
で
に
そ
の
輝
き
を
失
っ
て
い
た
。

文
献

D
V

D
: H

angm
en A

lso D
ie

『
死
刑
執
行
人
も
ま
た
死
す
』（
完
全
版
）
モ
ノ
ク
ロ
一
三
五
分
。

BBA
 = Bertolt-Brecht-A

rchiv, N
achlaßbibiliothek.

GBA
 = Brecht, Bertolt: W

erke. G
roße kom

m
entierte Berliner und Frankfurter A

usgabe. H
g. v. W

erner H
echt, Jan K

nopf, W
erner 

M
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andbuch. Band 2, G
edichte. H
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as Brecht-Jahrbuch 30. H

g. von Stephen Brockm
ann. W
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ベ
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，
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ブ
レ
ヒ
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ハ
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と
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浅
野
利
昭
・
野
村
美
紀
子
訳
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晶
文
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一
九
八
五
年
。

Bogdanovich, Peter: Fritz Lang in A
m

erica. London 1967.

　

ボ
グ
ダ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
，
ピ
ー
タ
ー
：『
映
画
監
督
に
著
作
権
は
な
い
』
井
上
正
昭
訳
、
筑
摩
書
房　

一
九
九
五
年
。
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Schulte, M
ichael: K
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am
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Schum
acher, Ernst: Leben Brechts in W

ort und Bild. Berlin 1979.

　

シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
、
エ
ル
ン
ス
ト
：『
ブ
レ
ヒ
ト　

生
涯
と
作
品
』
岩
淵
達
治
訳　

テ
ア
ト
ロ
社　

一
九
八
二
年
。

Stern, Carola: M
änner lieben anders. H

elene W
eigel und Bertolt Brecht. Reinbek bei H

am
burg 2002.
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T

oeplitz, Jerzy: G
eschichte des Film

s. Band 4, 1939-1945. Berlin 1992.

T
öteberg, M

ichael: Fritz Lang. Reinbek bei H
am

burg 1985.

V
alentin, K

arl: Säm
tliche W

erke. Bd. 8. Film
e und Film

projekte. H
g. von H

elm
ut Bachm

aier und K
laus Gronenborn. M

ünchen 1995.

V
ölker, K

laus: Bertolt Brecht. E
ine Biographie. M

ünchen 1976.
明
石
政
紀
：『
フ
リ
ッ
ツ
・
ラ
ン
グ　

ま
た
は
伯ベ
ル

林リ
ン

＝
聖ハ
リ

林ウ
ッ
ド

』
ア
ル
フ
ァ
ベ
ー
タ  

二
〇
〇
二
年
。

川
尻
勝
則
：『
ハ
リ
ウ
ッ
ド
物
語
―
―
去
年
の
雪
、
い
ま
何
処
』
作
品
社　

二
〇
〇
七
年
。

陸
井
三
郎
：『
ハ
リ
ウ
ッ
ド
と
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
』
社
会
思
想
社　

一
九
九
六
年
。

注（
１
） H

B 3, S. 417. 

一
九
二
〇
年
九
月
一
一
日
と
一
九
二
一
年
三
月
一
六
日
の
日
記
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。「
ク
ラ
ブ
ン
ト
に
会
う
。
彼
は
収
入
が
少
な
い
。［
…
］

今
に
し
て
思
え
ば
映
画
か
な
」（GBA
 26, S. 162

）「『（
ジ
ャ
マ
イ
カ
・
バ
ー
の
）
ミ
ス
テ
リ
ー
』
は
完
成
し
つ
つ
あ
る
。
五
千
手
に
入
れ
ば
、 

山
を
越
せ
る
」（GBA

 

26, S. 190

）

（
２
） H

B 3, S. 422. 

ツ
ォ
フ
の
恋
人
で
あ
り
、
パ
ト
ロ
ン
だ
っ
たO

skar Cam
ilius Recht

は
企
業
家
、
商
人
で
あ
り
、
出
版
者
で
も
あ
っ
た
。
ブ
レ
ヒ
ト
は
ツ
ォ
フ
が
自

分
の
子
ど
も
を
妊
娠
し
た
こ
と
も
あ
り
、
お
金
が
必
要
だ
っ
た
。

（
３
） Schulte, S. 126f.　

V
gl. V

alentin, S. 572f. 

こ
の
映
画
を
見
た
後
、
フ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ン
は
た
ま
た
ま
映
画
館
で
ア
メ
リ
カ
の
グ
ロ
テ
ス
ク
映
画
を
見
て
、
お
そ
ら
く

ブ
レ
ヒ
ト
が
こ
れ
を
盗
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
い
、
剽
窃
問
題
を
避
け
る
た
め
、
上
映
を
禁
じ
た
。

（
４
） Lang, S. 31-33. 

ヨ
ア
ヒ
ム
・
ラ
ン
グ
は
ヤ
ン
夫
人
の
身
振
り
・
行
動
を
一
一
に
分
け
、
語
り
の
平
面
と
劇
的
平
面
が
ど
の
よ
う
に
分
離
さ
れ
る
か
、
ど
の
よ
う
に
越

境
す
る
の
か
を
分
析
し
て
い
る
。

（
５
） V

ölker, S. 314.

（
６
） GBA

 15, S. 43. 

「
労
働
者
出
身
の
小
柄
な
女
教
師
／
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
・
シ
ュ
テ
フ
ィ
ン
。
学
期
の
さ
な
か
に
／
亡
命
に
疲
れ
、
／
病
み
衰
え
て
、
こ
の
賢
明
な
女
性
は

死
ん
だ
。」
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ピ
レ
ネ
ー
山
中
で
服
毒
自
殺
し
た
思
想
家
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
つ
い
て
も
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
こ
の
詩
で
書
い
て
い
る
。

（
７
） GBA

 27, S. 10.　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
ク
ル
ト
・
ヴ
ァ
イ
ル
、
ピ
ス
カ
ー
ト
ア
、
ア
ウ
フ
リ
ヒ
ト
、
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
・
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
ら
が
い
て
ブ
レ
ヒ
ト
も
迷
う

が
、
フ
ォ
イ
ヒ
ト
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
の
こ
の
忠
告
で
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。

（
８
） 
陸
井, S. 133. 

（
９
） GBA

 27, S. 12. 

こ
こ
は
大
都
市
の
形
を
し
た
タ
ヒ
チ
島
の
よ
う
な
も
の
で
、
自
然
は
あ
る
が
人
工
的
な
の
で
、
こ
と
さ
ら
自
然
が
強
く
感
じ
ら
れ
、
異
化
さ
れ
る
と

ブ
レ
ヒ
ト
は
言
う
。

（
10
） GBA

 27, S. 10. 

ブ
レ
ヒ
ト
に
は
一
九
二
五
年
以
降
、
つ
ね
に
共
同
作
業
す
る
秘
書
的
な
女
性
が
い
た
。
だ
が
シ
ュ
テ
フ
ィ
ン
が
死
去
し
、
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
・
ハ
ウ
プ

ト
マ
ン
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
た
。
同
時
期
に
ア
メ
リ
カ
に
来
た
ル
ー
ト
・
ベ
ル
ラ
ウ
は
母
語
が
デ
ン
マ
ー
ク
語
の
た
め
、
ド
イ
ツ
語
に
は
難
点
が
あ
っ
た
。
ブ
レ
ヒ

ト
は
初
め
て
一
人
で
作
業
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
。

（
11
） GBA

 27, S. 85.  

シ
ュ
テ
フ
ィ
ン
の
死
、
新
し
い
環
境
、
生
暖
か
い
気
候
、
映
画
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
売
り
買
い
、
金
欠
病
な
ど
、
気
の
滅
入
る
よ
う
な
こ
と
ば
か
り
だ

と
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
書
い
て
い
る
。

（
12
） GBA

 12, S. 122f.

（
13
） GBA

 27, S. 50.

（
14
） GBA

 15, S. 48. 

ブ
レ
ヒ
ト
の
ア
メ
リ
カ
亡
命
者
と
し
て
の
最
初
の
体
験
が
綴
ら
れ
た
詩
で
あ
る
。

（
15
） 

「
こ
こ
は
悲
歌
を
書
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
場
所
だ
」。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
再
会
し
て
ま
も
な
く
、
ア
イ
ス
ラ
ー
は
ブ
レ
ヒ
ト
に
こ
う
言
っ
て
い
る
。（
ベ
ー
ツ, S. 167

）

（
16
） GBA

 27, S. 82.  K
nopf, S. 56.　

こ
の
事
件
に
関
連
し
て
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
『
私
の
も
の
が
盗
ま
れ
た
と
き
』（A

ls ich bestohlen w
urde

）
と
い
う
詩
を
書
い
て
い

る
。（GA

B 15, S. 75

）

（
17
） GBA

 15, S. 89. 

「
私
が
好
ん
で
す
る
の
は
水
ま
き
だ
。［
…
］
雑
草
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
緑
の
も
の
に
は
す
べ
て
水
が
必
要
だ
」（GBA

 27, S. 130

）
と
ブ
レ

ヒ
ト
は
書
い
て
い
る
。
だ
が
ヘ
レ
ー
ネ
・
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
ブ
レ
ヒ
ト
自
身
は
サ
ン
タ
・
モ
ニ
カ
の
家
の
庭
で
水
ま
き
を
し
た
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
。

（
18
） 

ボ
ー
ネ
ル
ト
は
「
人
間
の
差
別
が
な
い
未
来
の
共
産
主
義
的
社
会
を
い
か
に
作
る
べ
き
か
と
い
う
モ
デ
ル
を
こ
の
詩
は
提
示
し
て
い
る
」
と
す
る
。（Bohnert, S. 

131

） 

多
く
の
研
究
者
が
、
政
治
的
な
も
の
が
内
包
さ
れ
た
詩
と
解
釈
し
て
い
る
。V

gl. H
B 2, S. 366-369.
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（
19
） GBA

 27, S. 73. 

当
時
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
も
含
め
て
一
二
万
五
千
人
の
日
本
人
、
日
系
人
が
お
り
、
そ
の
大
半
が
西
海
岸
に
住
ん
で
い
た
。

（
20
） GBA

 27, S. 62.

（
21
） GBA

 3, S. 258.　

ク
ー
リ
ー
が
階
級
敵
で
あ
る
商
人
に
善
意
を
施
す
（
水
筒
の
水
を
や
る
）
こ
と
が
想
定
さ
れ
う
る
か
が
問
わ
れ
る
教
育
劇

（
22
） GBA

 27, S. 73.
（
23
） GBA

 27, S. 23.

（
24
） ebd. V

gl. GBA
 10, S. 1256. 

作
品
は
断
片
で
、
全
集
第
一
〇
巻
に
掲
載
（GBA

 10, S. 922-937

）

（
25
） GBA

 27, S. 30.

（
26
） 

当
初
、
実
態
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
英
国
で
教
育
さ
れ
、
送
ら
れ
た
前
チ
ェ
コ
軍
下
士
官
ヤ
ン
・
ク
ビ
ス
と
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ガ
ビ
チ
ク
に
よ
っ
て
暗
殺
が
謀
ら

れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。（M

ittenzw
ei, S. 40

）

（
27
） GBA

 27, S. 99.

（
28
） V

gl. H
B 3, S. 457.  T

öteberg, S. 99. 

（
29
） GBA

 27, S. 109.

（
30
） V

gl. H
B 3, S. 457f.  JB 28, S. 1f. 

テ
ク
ス
ト
はJB 28, S. 9-30.

（
31
） V

gl. H
B 3, S. 458.  JB 28, S. 2.  

テ
ク
ス
ト
はJB 30, S. 7-60.

（
32
） ebd. 

ブ
レ
ヒ
ト
は
ザ
ル
カ
・
フ
ィ
ア
テ
ル
が
自
宅
で
開
く
文
学
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
い
た
し
、
彼
女
の
息
子
ハ
ン
ス
は
ブ
レ
ヒ
ト
の
息
子
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
の
友
だ
ち

で
、
仕
事
を
頼
み
や
す
い
環
境
に
あ
っ
た
。  

（
33
） GBA

 20, S. 95f. 

プ
ラ
ハ
の
鉄
道
車
両
工
場
や
、
ス
コ
ダ
工
場
で
「
の
ろ
ま
の
ア
ン
ナ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
抵
抗
運
動
の
闘
士
の
行
動
を
描
い
て
い
る
。
彼
女
は
サ
ボ

タ
ー
ジ
ュ
を
呼
び
か
け
、
生
産
量
を
低
下
さ
せ
た
。
映
画
冒
頭
で
は
ス
コ
ダ
工
場
の
労
働
者
の
様
子
が
ナ
チ
ス
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。

（
34
） GBA

 15, S. 74.

（
35
） Brief von Fritz Lang an A

lbin Poetsch am
 21. M

aerz 1967. V
gl. H

B 3, S. 459.

（
36
） Lyon, S. 93f.
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（
37
） V

gl. H
B 3, S. 459.

（
38
） GBA

 27, S. 115.

（
39
） 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
風
の
木
造
の
、
白
い
漆
喰
塗
り
の
家
に
移
り
、
ブ
レ
ヒ
ト
は
七
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
長
い
仕
事
部
屋
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
家
賃
は
月
六
〇
ド
ル

で
、
二
五
番
街
の
と
き
よ
り
一
二
ド
ル
五
〇
高
く
な
っ
た
。（V

gl. GBA
 27, S. 119

） 
（
40
） GBA

 27, S. 118f.

（
41
） V

gl. H
B 3, S. 457.

（
42
） GBA

 27, S. 124.

（
43
） GBA

 27, S. 125.

（
44
） Bibliothek der U

niversity of Southern California, Los A
ngels. 

ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
が
ブ
レ
ヒ
ト
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
をBertolt

で
は
な
く
、Bert

で
呼
ん
で

い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。
ブ
レ
ヒ
ト
は
ラ
ン
グ
に
対
し
て
、
敬
称
のSie

で
呼
ん
で
い
る
の
で
対
照
的
だ
。

（
45
） BBA

 2216/45

（
46
） GBA

 27, S. 126.

（
47
） GBA

 15, S. 74. 

『
作
業
日
誌
』
に
も
「
こ
れ
を
書
き
留
め
て
お
か
な
い
と
ど
こ
に
も
載
ら
な
い
」
と
い
う
理
由
で
こ
の
詩
を
掲
載
し
て
い
る
。（GBA

 27, S. 145

）

（
48
） GBA

 27, S. 146. V
gl. H

B 3, S. 461.  K
.I.

は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
意
味
。
翻
訳
『
ブ
レ
ヒ
ト
作
業
日
誌
』
で
は
「
キ
ー
の
歌
」
と
な
っ
て
お
り
、「
キ
ー
は
ブ
レ
ヒ
ト
の

『
転
換
の
書
』
に
出
て
く
る
よ
う
な
ア
ナ
グ
ラ
ム
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
間
違
い
で
あ
る
。

（
49
） GBA

 27, S. 146.  Lyon, S. 100.

（
50
） M

ittenzw
ei, S. 58.　

Lyon, S. 100.

（
51
） Lucchesi / Shull, S. 800f.

（
52
） Glanz, S. 122.  Schebera, S. 185. 

オ
ス
カ
ー
は
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
が
受
賞
し
た
。

（
53
） M

ittenzw
ei, S. 47.  V

ölker, S. 325.

（
54
） JB 28, S. 30.
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（
55
） JB 30, S. 60.

（
56
） M

aibohm
, S. 207.　

最
後
にT

he End

が
出
た
後
、N

ot

がT
he End

に
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
出
て
き
て
、N

ot the End

に
な
る
。

（
57
） Lyon, S. 101.

（
58
） GBA

 27, S. 148. 

翻
訳
版
『
ブ
レ
ヒ
ト
作
業
日
誌
』
で
は
、「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
を
「
保
証
」
と
訳
し
て
い
る
。「
プ
レ
ス
バ
ー
ガ
ー
も
ラ
ン
グ
も
、
僕
が
シ
ナ
リ
オ
の
仕

事
を
す
る
た
め
の
保
証
を
し
て
く
れ
な
い
の
で
」
…
「
彼
ら
の
保
証
こ
そ
…
」。
こ
れ
で
は
裁
判
に
も
な
る
著
作
権
の
問
題
が
、
読
者
に
は
見
え
て
こ
な
い
。

（
59
） BBA

 2216/43.

（
60
） BBA

 2216/45.  V
g1. Eisler/Bunge, S. 46.

（
61
） Brief vom

 23. 1. 1943; Bibliothek der U
niversity of Southern California, Los A

ngels.

（
62
） JB 30, S. 3.

（
63
） BBA

 2183/192. 

一
九
四
二
年
七
月
二
三
日
に
結
ば
れ
て
い
る
。

（
64
） BBA

 2182/02.  

映
画
の
タ
イ
ト
ル
で
は
、
翻
案
、
原
案
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ス
ト
ー
リ
ー
）
と
な
っ
て
お
り
、
ブ
レ
ヒ
ト
、
ラ
ン
グ
の
順
に
名
前
が
並
ん
で
い
る
。

（
65
） 

ボ
グ
ダ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ S. 80.

（
66
） Gersch, S. 216.  V

gl. H
B 3, S. 463.

（
67
） 

シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー S. 191. 

（
68
） Lyon, S. 108.  T

oeplitz, S. 172.  

ボ
グ
ダ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ S. 82.

（
69
） V

gl. H
B 3, S. 463.

（
70
） BBA

 2183/214, 215.　

い
つ
も
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
う
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
ラ
ン
グ
は
し
た
と
言
う
。
ブ
レ
ナ
ン
に
チ
ェ
コ
の
教
授
役
、
悪
役
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

か
っ
た
ド
ン
レ
ヴ
ィ
に
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
医
師
、
い
つ
も
は
温
厚
な
紳
士
役
の
ロ
ッ
ク
ハ
ー
ト
に
売
国
奴
チ
ャ
カ
を
や
ら
せ
た
。　

（
71
） BBA

 2187/227, 228.　

グ
ラ
ー
ナ
ハ
は
ピ
ス
カ
ー
ト
ア
の
『
ベ
ル
リ
ン
の
商
人
』
で
主
役
を
演
じ
た
名
優
で
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
よ
き
友
人
だ
っ
た
。
一
九
三
一
年
の
映

画
『
三
文
オ
ペ
ラ
』
の
タ
イ
ガ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
役
、
シ
ュ
ン
ツ
ェ
ル
も
拷
問
担
当
官
リ
タ
ー
警
部
で
出
演
し
、
コ
ミ
カ
ル
な
味
を
出
し
て
い
る
。

（
72
） JB 30, S. 3.
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（
73
） GBA

 27, S.119.

（
74
） JB 28, S. 15f.

（
75
） GBA

 18, S. 19.　

二
つ
持
っ
て
い
た
十
円
玉
の
一
つ
を
奪
わ
れ
、
泣
い
て
い
た
少
年
の
と
こ
ろ
に
通
り
す
が
り
の
男
が
来
て
、
大
き
な
声
で
叫
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
の

を
見
て
、
も
う
一
つ
を
奪
っ
て
い
っ
た
話
。
ナ
チ
ス
へ
の
抵
抗
運
動
の
あ
り
方
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
76
） GBA

 27, S. 133.

（
77
） GBA

 27, S. 134.　
「
横
に
な
っ
て
い
る
男
の
胸
を
ブ
ー
ツ
で
踏
み
、
そ
れ
か
ら
肋
骨
の
辺
り
を
さ
ら
に
踏
み
つ
け
る
や
り
方
の
正
確
さ
と
美
し
さ
」
に
ブ
レ
ヒ
ト
は
感

嘆
し
て
い
る
。

（
78
） GBA

 27, S. 129.

（
79
） H

echt, S. 795. 

革
命
運
動
が
持
つ
暴
力
性
や
、
革
命
家
に
自
己
犠
牲
を
強
い
る
と
こ
ろ
な
ど
に
、『
処
置
』
と
『
死
刑
執
行
人
』
は
ル
ー
ツ
を
同
じ
く
す
る
と
委
員
会

は
考
え
て
い
た
。V

gl. GBA
 27, S. 247.

（
80
） GBA

 29, S. 253f.

（
81
） Gersch, S. 212. 

ブ
レ
ヒ
ト
は
こ
の
こ
ろ
、『
作
業
日
誌
』
に
シ
ュ
ヴ
ェ
イ
ク
の
こ
と
を
多
く
書
い
て
い
る
。
ラ
ン
グ
の
映
画
の
お
か
げ
で
、
私
に
は
三
つ
の
作
品

（『
シ
モ
ー
ヌ
・
マ
シ
ャ
ー
ル
の
幻
覚
』『
モ
ル
フ
ィ
公
爵
夫
人
』『
シ
ュ
ヴ
ェ
イ
ク
』）
に
と
り
か
か
る
余
裕
が
で
き
た
」
と
記
し
て
い
る
。（GBA

 27, S. 152

）

（
82
） GBA

 27, S. 139.　
「
わ
れ
わ
れ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
の
八
百
屋
の
お
か
み
を
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
に
や
ら
せ
る
と
い
う
固
い
取
り
決
め
を
破
っ
た
ラ
ン
グ
の
ま
っ
た
く
失
礼
な

や
り
か
た
」
と
ブ
レ
ヒ
ト
は
非
難
す
る
。
た
だ
草
稿
に
は
「D

vorak—
M

rs. Brecht

」
と
い
う
書
き
込
み
も
あ
り
、
ラ
ン
グ
は
当
初
、
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
に
八
百
屋
の
お

か
み
の
役
を
振
り
当
て
よ
う
と
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。（BBA

 2211

）

（
83
） Schnauber, S. 119ff.　

配
役
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
以
外
に
、
ホ
モ
ル
カ
を
チ
ャ
カ
の
役
に
当
て
よ
う
と
ブ
レ
ヒ
ト
は
尽
力
し
て
い
た
。（GBA

 27, S. 

128

）

（
84
） ebd. 

（
85
） BBA

 2892

（
86
） GBA

 23, S. 61.
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（
87
） V

gl. M
ew

s, S. 33.　

ブ
レ
ヒ
ト
は
シ
ナ
リ
オ
を
書
い
た
の
は
ウ
ェ
ク
ス
リ
ー
で
は
な
く
自
分
だ
と
主
張
し
、
四
三
年
に
著
作
権
を
め
ぐ
る
裁
判
を
起
こ
し
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
自
分
が
シ
ナ
リ
オ
を
書
い
た
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。

本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
・
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
課
題
番
号
２
２
３
２
０
０
３
６
「
ブ
レ
ヒ
ト
、
ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
と
ベ
ル
リ
ー
ナ
ー
・
ア
ン

サ
ン
ブ
ル　

１
９
４
９
―
１
９
７
１
」（
研
究
代
表
者
、
市
川
明
、
研
究
分
担
者
、
秋
葉
裕
一
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
五
月
に
ア
メ
リ
カ

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）、
八
月
に
ド
イ
ツ
（
ベ
ル
リ
ン
）
に
出
張
し
、
研
究
者
、
芸
術
家
と
研
究
交
流
し
、
資
料
の
提
供
を
受
け
た
。
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
図
書

館
・
研
究
所
や
ヴ
ィ
ラ
・
オ
ー
ロ
ラ
、
ブ
レ
ヒ
ト
文
書
館
で
新
し
い
資
料
や
未
公
開
書
簡
の
収
集
・
発
掘
を
行
っ
た
。
コ
ピ
ー
が
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
資
料
、
私

信
は
筆
写
し
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
関
係
各
位
に
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。　

な
お
本
稿
の
一
部
分
は
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
一
一
日
に
甲
南
大
学
で
開
催
さ
れ
た
阪
神
ド
イ
ツ
文
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ド
イ
ツ
文
学
と
映
画
」
で
口
頭
発

表
さ
れ
た
。
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Hangmen Also Die von Bertolt Brecht und Fritz Lang

Akira ICHIKAWA

Brecht ging in seiner Jugend oft ins Kino, in Augsburg, in München und dann in 

Berlin. Der eifrige Kinobesucher besaß erstaunlich viele Kenntnisse über den Film und 

diese führten ihn zum experimentellen Theater in der Weimarer Zeit. Brecht hatte 

zwar viele Pläne für Filme, aber immer Schwierigkeiten mit der Filmarbeit. Trotz vieler 

Filmentwürfe und Projekte hat er insgesamt nur an drei Flimen wirklich mitgearbeitet, 

nämlich Mysterien eines Frisiersalons (sic), Kuhle Wampe oder Wem gehört die Welt? und 

Hangmen Also Die.

Brecht traf mit seiner Familie am 21. Juli 1941 in Amerika ein. Brechts Hoffnungen, 

seine Stücke da aufführen zu lassen, erfüllten sich nicht und er musste für Hollywood 

schreiben, um sein Brot zu verdienen. Wie er in seinem Gedicht Hollywood schrieb; 

„Jeden Morgen geht er auf den Markt, wo Lügen gekauft werden＂, aber seine Ideen und 

Stories wurden gar nicht verkauft. 

Kurz nach dem Attentat auf Reinhard Heydrich, den „Henker von Prag＂ am 27. 

Mai 1942, kam dem Filmregisseur Fritz Lang die Idee zu einem Attentatsfilm und er 

bat Brecht um Mitarbeit an dem Drehbuch. Sie arbeiteten zuerst eifrig für eine kurze 

„Outline＂, die Zusammenfassung der Handlung. Brecht trug ins Journal ein: „Ich arbeite 

mit Lang für gewöhnlich von früh neun bis abends sieben Uhr an der Geiselstory.＂ 

Die „Outline＂ mit dem Titel 437!! Ein Geiselfi�lm war am 29. 6. 1942 fertig. Die nächste 

Arbeitsstufe, die Arbeit für ein „Treatment＂, begann sofort danach und der zweite Text 

Never Surrender wurde am 16. 7. vollendet.

Auf der letzten Arbeitsstufe, der Drehbucharbeit, suchte Lang einen amerikanischen 

Mitarbeiter für Brecht, da dieser sehr schlecht Englisch sprach, und John Wexley trat am 5. 

8. die Arbeit an, die harmonisch voranging. Aber nach Beendigung des Manuskripts kam 

ein Streit zwischen beiden auf: Wer als Verfasser des Manuskripts genannt werden sollte? 

Beim Schiedsgericht der Screen Writer Guild wurde Wexley die alleinige Autorenschaft 

an dem Drehbuch zugesprochen. Nicht nur mit Wexley, sondern auch mit Lang gab es 

einen Streit, vor allem über die Volksszenen und der Textschreiber kritisierte heftig 
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den Filmregisseur für seinen Opportunismus und seine Schmeichelei gegenüber dem 

Publikum. Brecht war auch böse, dass Lang ohne Erlaubnis Brechts Text gekürzt hatte. 

Brecht verließ 1947 mit gebrochenem Herzen das Land. 

Hangmen Also Die ist einer der erfolgreichsten Antinazi-Filme in Hollywood. Aber 

lange wusste man nicht, welchen Anteil Brecht am endgültigen Drehbuch hatte. Es gab 

keinen Beweis dafür, dass Brecht vollberechtigter Autor war und deshalb wurde das 

Werk in die Große Berliner und Frankfurter Ausgabe nicht aufgenommen. Aber zwei 

wichtigen Fassungen wurden 1997 und 1998 von einer französischen Doktorantin in 

der Bibliothek der University of Southern California entdeckt; Die „Outline＂ 437!! Ein 

Geiselfi�lm und das „Treatment＂ Never Surrender in englischer Übersetzung. Die beiden 

haben die  ungewöhnliche Länge von 39 und 100 Seiten, obwohl in Hollywood etwa 10-15 

und 50-75 Seiten üblich sind. 

Vor dem Eintritt Wexleys waren die beiden Fassungen fertig und das „Treatment＂ 

enthält etwa 90 Prozent von der Struktur des Drehbuchs und überschreitet bei weitem 

die Grenzen einer gewöhnlich konzipierten „original story＂. Einige Szenen von Hangmen 

erinnern uns an die Szenen von Brecht, wie z. B. Die Mutter, Schweyk und Furcht und 

Elend des Dritten Reiches. Wie Lang im Prozess als Zeuge aussagte, sei es jedem klar, 

der Brechts Schreibweise kennt, dass Brecht eine „Hauptrolle＂ im Schaffen Langs Films 

spielte. Von dieser Erkenntnis aus kann man einen neuen Einblick in Brechts Filme 

gewinnen. 


